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昭和 36 年 度 本 学会 評議 員 候補 者 の 推薦 に つい て , 会 員 動 静 , 会 費 納 入 の 件 , 
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昭和 36 年 度 日 本 洪 石 鉱物 鉱床 学会 評議 員 候補 者 の 推薦 に つい て 
会 則 第 11 条 並 びに 第 17 条 に より , 昭和 36 年 度 評議 員 候補 者 の 推薦 を 次 の 要領 に よ つ 
て 受付 け ま す 。 
l. 解 議員 候補 者 は 正会員 5 名 以上 の 連名 に より 推薦 され た も の と する 。 
2. この 推薦 届出 は 11 月 30 Bek 仙人 台 市 片平 丁 東 北大 学 理学 部 内 本 会 宛 , 書面 を 
以 っ て 送 附 され た い 。 
C4) 昭和 36 年 度 は 評議 員 の 半数 交 養 の 落 , 次 の 方 々 の 候補 者 推薦 は 無効 で す 。 


WHEL(AR) A RRA RBA HW fa R 
mi @ wh A & KR AA BR & AR Ban 
SB RRA DHA BR BRA BRE RB SB 平 
WN B'S 8 AS Se NS Oe er 


会 員 動 静 [新入 会 〕 和牛 沢 信 人 (ARPES Os 215), BE (東京 都 新 宿 区 戸 
塚 一 丁目 , 早稲 田 大 学 第 一 理工 学部 鉄山 学 教室 ), 藤原 昭 (東京 都 千 代田 区 大 手 町 1 の 4 
Ay AURA EPRI RE DB) 

[転勤 及 び 転 居 」 FRET (神奈 川 県 大 和 市 中 央 林間 ), NER (REM MEA 
町 811 の 10 川鉄 中 野 寮 ), 杉浦 孝三 ( 三 應 市 下 連 往 南浦 500 三井 金属 中 央 研究 所 ), A 
積 慢 (東京 都 千 代田 区 平河 町 2 の 7 , 原子 燃料 公社 探 鉄 部 地質 課 ), 鈴木 勝 (東京 都 千 代 
田 区 丸の内 1 丁目 8 番地 , 住友 金属 工業 区 . KK.), NSARM (福島 県 南会津 郡田 島町 住 
KER) MO), BAS (東京 都 世 田谷 区 鳥山 町 1,161 松 薬 通 住 宅 825), 
沢村 武雄 (高知 市 朝倉 1,000 高知 大 学 文 理学 部 地質 学 教室 ) , 斎藤 基 三 (神奈 川 県 平塚 市 
真田 40), CER (HEMP RBES の 285), 安倍 亮 (東京 都 大 田 区 田園 調布 4 の 
42013), BAR ( 神 奈川 県 川崎 市 法政 二 高 ), ABE GLEAN IR 
クラ ブ ) , GRE (大 阪 市 北 区 宗 基 町 大 ビル 845 号 千早 産業 区 . 氏 .), ペー キン ズ ・ オ リ 
ェ ン タル ・ ブ ックス 東京 出張 所 (東京 都 中 央 区 銀座 東 7 丁目 6 番地 双 薬 ビル 6 階 ) 


会 費 納 入 の 件 本 年 度 会 費 500 円 を 本 会 GREMIG 8825 番 ) 宛 至 急 お 納め 下さ い 。 
未納 分 は 明 に 直接 お 知ら ちせ し まし た が , 特に 多額 に 沿 納 され て いる 方 は , 至急 お 納め 下さ 
ら な いと , 会 誌 の 発行 が 停 目 され ます の で 御 注 意 下さ い 。 
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マン ガン 鉱床 に 伴う 2,3 の 粘土 鉱物 


Clay minerals associated with some manganese ore deposits 


= @ ww (Toyofumi Yoshimura) * 
白 水 晴 «60 ~(Haruo Shirozu) * 
& 永 EH & (Mayumi Yoshinaga) * 


Abstract : Taree montmorillonites and a sericite-montmorillonite 
regular mixed-layer mineral are described. The montmorillonites occur in 
the altered zone of the country rocks around the manganese-dioxide ore 
deposits, which were formed by the hydrothermal replacement in the 
tuffaceous rocks. They bear various colors, and (1) white and (2) brownish- 
red masses from the Shiroiwa mine, Akita Prefectuie, and (3) green one 
from the Miyazaki mine, Miyagi Prefecture, are mineralogically analyzed 
and shown that (1) and (2) are typical montmorillonite and (3) is beide- 
llitic montmorillonite. 

The sericite-montmorillonite regular mixed-layer clay-mineral showing 
25.2A spacing was found in a narrow fissure traversing the manganese ore 
deposit in tne Paleozoic formation of the Aradani mine, Kyoto Prefecture. 
It associates with a large quantity of fine-grained bipyramidal quartz. 
X-cay, D.T.A. and chemical analyses along with heating-effect data show 
that the clay-mineral is a regular mixed-layer mineral having almost equal 


percentages of sericite and montmorillonite layers. 


1. ff 言 
マン ガン 鉄 床 に た 産 す る 鉄 物 の 種類 が 極め て 多い こと は 良く 知ら ち れ て いる が ;, いわ ゆる 
粘土 鉄 物 に つい て る も 多数 の 種類 が 見 出さ れる 。 第 1 表 は , まだ 不 充 分 な も の で ある が , 
High). proper と これ 以外 の 広義 の 粘土 久 物 に 区 別して , マン ガン 鉄 床 に 見 出さ れる 
種類 の 概略 FPL? BEC, BRI HAY CLAvV AV ORM CRL Io KKB 


* IAPR ARH Ae 
1) 吉村 豊 文 , BROTY HY GR, 22~52, 1952. 


222 fa 7G KD KR AD 


Bol VY AY GRICE SHLD 


VV AY BRIBE SPR 
Ge ic WW "2 
: : gk 物 名 マン ガン BRA 
1 | Amorphous Allophane 残留 鉱床 
2| Kaolin 型 Kaolin MAA - Rae 
3 | Montmorillonite 7 Montmorillonite 沼 館 型 
¥544k'm proper; 4 | Chlorite 型 Clay-chlorite fge qa! 
5 | Stilpnomelane #! — = 
6 | Mica 型 Sericite a Be 
7 | Mixed-layer Sericite-montmorillonite 五 百 井 型 
i Amorphous Neotocite BATH Mea 
2| Kaolin 型 Bementite RA - Bey 
| 3 Montmorillonite #3 eee 五 百 井 型 
EBD EM | 4| Chlorite Fi Mn-chlorite BATH RA 
5 | Stilpnomelane #J | Ganophyllite igi! . RAGA 
Manganophyllite mei 
8 | Mica 型 i BF HAGE 


OW CO PAM DID RAIOT SAWS, wv WV SERS 粘 士 鉱 物 学 的 に 興味 あぁ る 多種 類 
の 鉄 物 を 産 す る こと を 強調 し て お きた い 。 

今回 は マン ガン 鉄 床 に 伴う 典型 的 な 粘 士 鉄 物 と し て , 秋田 県 白岩 鉱山 並び に 宮城 県 宮 
Hess (いずれ る も 沼 館 型 鉄 床 ) OR BO BRBCHTZeye ave, BLU 京都 府 
Remlow RE & HT Se V4 bey EY) Oy GRAVES Bek ie CHR 
TOS. 


2. マン ガン 鉱床 , 特に 沼 館 型 鉱床 と 粘土 鉱物 


マン ガン 鉱床 の 成因 に は 色々 の 場合 が あり , GAY は これ を 17 の 型 に 分 け て いる 。 
その うち 粘土 を 伴う の を 特徴 と する の は , 熱 水性 倫 床 と し て いる も の で , 

(i) 花彫 岩 質 岩 柴 と 関係 が ぶ ぁ る と 考え る 熱 水 液 に よる も の ……: 豆 百 井 型 

NA NN ae vee 河津 型 

(ili) 灯 石 安山岩 叉 は 粗 粒 玄武 岩 と 近 緑 性 の あぁ る も の …… 当 館 型 

Nate eR i NT 地下 水 の 潤 矢 し た 部 分 や , 鉱床 主体 の 生成 と は 直 
接 関 係 の 無い 後期 の 熟 水脈 を 考慮 に 入れ る と 粘 士 は 少量 に は 広く 見 られ る 。 こと に , ae 
型 的 な 粘土 鉄 物 で は な い が , 鉄 物 学 的 に 寂 接 な 関係 の ぁ る 広義 の KELSKY Mic AM 
る と き は , 第 1 表 に も 示し た よう に マン ガン 釣 床 に 広く か つ 多 種類 が 見 出さ れる 。 し か 
し 初 成 の マン ガン 鉱床 特に 大 和 型 ) 富里 型 真名 子 型 と いう よう な 深 処 に お いて 交代 作 
用 に よっ つて 生成 を 見 た と 考え られ る 鉱床 に は , 狭義 の 粘土 鍼 物 す な わ ち も カオ ォ オリン, モン 

モリ ロン 石 等 は 見 出さ れ な い 。 すなわち この 種 の 深 処 交代 性 マン Wy SKERRY ee 
水性 交代 鉱床 と は 考え 難い と の 考え を 吉村 は る も つて いる 。 

今回 報告 する モン モリ ロン 石 は 沼 館 型 鉄 床 に 伴う も の で , PUR (UIE SRI es. 


1) 吉村 豊 文 , 前 出 , 1952. 
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鉄山 り と 宮城 県 加美 郡 宮崎 町 の 宮崎 鉄山 り に 産 す る も の で ある 。 両 鉄山 と る も に 沼 館 弄 久 
訂 と し て は 我国 で は 第 一 級 の 大 鉱床 で , 現在 も 感 大 に 稼 行 され て いる 。 MK THY 
Pett SASH CO SRK PIC BIT SM, 色々 の 理由 か ら , GRY PRHEDOARE 
CHS LisDTANEN TZUREBRZATWHo 

TASEIISKR LDL VY WY SLRILE ) DMORBCHS. 吉村 2) is BHBOR 
{EV v Wy CRRA PEO RM LIAN 7 DOM CY DHS) と SRABZLEM 
べ て いる が , CMikGLAmi, 「 ビ リカ 型 鉄 層 を 堆積 し た 海底 温泉 が , LOLI 
BANA d MSH E RRS BHL, CU PHOS iv Bec BAUR GEE 
VEo72) EBUORARARBEZRCH ID LI CHS. 

Pe HORD RACER, HAKUSORMICBRASZIOL 吉村 が 考え て いる る も 
の に 黒鉄 が あぁ る 。 宮崎 鉄山 に は 同一 鉱区 内 に , 水平 に る 数 百 米 の 距離 に , Brix 
YOY RRSEBL CHU, 安斉 俊男 3 に ょ れ ば 層 序 的 に も 同一 又は 極め て 近い 相 前 後 
し た 位置 に ある と の こと で ある 。 宮崎 鉄山 で は 黒鉄 と マン ガン 鉄 が 並行 的 に 稼 行 され て 
いる 。 北海 道 の 国富 鉱山 の 黒鉄 々 床 中 に も 模式 的 な 河 館 型 の マン ガン 久 床 が 導 存 し て い 
た の を 吉村 は 記憶 し て いる 。 

自 岩 鉱山 で は これ と 異 り , ピリ カ ヵ カ 型 鉄 層 と 沼 館 型 交 代 鍼 床 が 共存 し て いる 。 北海 道 の 
瀬棚 地域 に その 例 が 多い 様式 の 一 っ で あぁ る 。 大 日 方 順 三 や が 瀬棚 の マン ガン SREB 
鉱床 と し て いる の は , 沼 館 型 の 傾向 の 強い と ころ を と り 上 げた か ら で は な か ろう か 。 

沼 館 型 鉱床 が 生成 する 際 , 母 岩 の 凝灰岩 は 上 下 般 共に 広範 囲 に 粘土 化 作 用 を うけ , A 
#4 (soap stone) 又は ベ ペン トナ イト と 呼ば れる も の と な る 。 こ の も の な 白 , 黄 , 紫 , 
緑 等 の 美しい 色 を 量 し , 鉱 体 に 近い と ころ に 赤 , 遠い と ころ に 緑 , 特に 鉄 床 を 作 つ た 混 
ROWAN CACM (ACER) の も の が 多い 傾向 が ある 。 水分 を 加え る と 
TAL << MBRRL» 盤 ぶ くれ の 原因 と な る 。 ビリ カ 型 鉄 層 で は 不純 な 石鹸 石 の 中 に 径 1.3 
mm の 小粒 と な つて 三 酸化 マン ガン 佑 が 含ま れ て いる の で Arty, Boy, Rave 
の 名 で 讐 層 が 呼ば れ 区 別 さ れ て いる 。 交代 作用 の お こ な わ れ た 沼 館 型 で も AROS AIS 
多い が , 富 鉄 部 は 鉄 石 も よく まとまり , 石鹸 石 も 均質 で , 肉眼 的 た は MK 物 的 に 見 え 
る 。 こ こ に 鉄 物 学 的 な 検討 を お こなつ た の は 拍 岩 鉱山 松本 2 SSMU FISK ERS 
の その よう な 部 分 で ある 。 

京都 府 新谷 鉱山 産 の 混合 層 粘 土 鉱物 は , 古 生 層 中 の マン ガン 鉄 床 を 切る 幅 lcm HO 
小 断 層 の 中 に 産 す る 一 大 で ある 。 両端 に 結 品 面 の ある 水 卓 の 微 結 品 を 多数 合 ん で いる の 
で , 単なる 地下 循環 水 に よ つ て 生じ た も の と は 考え られ な い 。 財 波 地方 に 広く 認め られ 
る 五 百 井 型 熱 水 変質 が た また ま 小 断層 に 治 つ て 作用 し た 例 と 開 えて いる 。 


3. 秋田 県 白 江 鉱山 並び に 宮城 県 宮崎 鉱山 産 モ ン モ リロ ン 石 3 種 
a. 試料 上 記 の 当館 型 鉱床 母 岩 の 凝 太 岩 が 粘土 化 作 用 を 受け て 生成 し た 石鹸 石 中 純 灯 
な 次 の 3 種 (AIRE, Bal, お よび 灰 緑色 ) を 選ん だ 。 


= 


南部 松 夫 ・ 岡 田 広 吉 , 鉄山 地質 , 16, 37, 1960. 
pub, ari, 38, 1952. 

REOH, WAAR, 8, 15~22, 1957. 
KAGIG=, 地学 , 24, 315, 1912. 
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(i) 白色 種 。 秋田 県 仙北 郡 角館 町 白岩 鉱山 PRISE. AROMM TAIRA 
観 を 示し , わずか に 桃色 を 帯び る 

(ii) Bk. 白色 種 と 同 じ く 白岩 鉄山 松本 2 SHH, 福 色 を 帯び た 紅色 の 塊 で ある 
Di, 多少 華 片 状 に 剣 離す る 。 manganite を 斑 状 に 含む 部 分 が あぁ る 。 特 に 富 鉄 体 に 伴 な う 。 

(ii) PRAM. 宮城 県 加美 郡 宮崎 町 宮崎 鉄山 区 天 西寺 産 。 淡 灰 緑色 の 塊 を な す 。 

この 3 種 は いずれ る も 鏡 下 で 微細 な 無色 の 鱗片 状 集 合体 を な し , Bers 1.50 附近 , 複 
屈折 は 中 程度 で ある 。 

b. X 線 的 性 質 (第 1 図 , 第 2 表 ) X 線 粉末 反射 は 3 種 と も に ISA の 強い 反射 を は 
じ め 全 反射 が 通常 の モン モリ ロン 石 に 良く 一 致す る が , 微細 な 点 で は 3 種 の 間 に 差 異 が 
あり, 白色 種 が 最も る 結晶 状態 良好 で 福 紅 色 種 , 線 色 種 の 順に 底面 反射 が 弱く 不鮮明 に な 
NI 


第 1 図 モン モリ ロン 石 の X 線 粉 末 反 射 (Cu Wem, Ni フィ ルター) 


1: Ale(Af), 2: 白岩 ( 福 紅色 ), 3: Bie RES) 


C. MERA Mth (2K) いずれ も モン モリ ロン 石 類 の 曲線 を 示す が , 宮崎 鉱山 

の 緑色 種 は 白岩 鉄山 の 2 種 と 多少 異な り , 後 2 者 に 無い 570° 附近 の Bur MBM BS 
この 点 に つい て は , バイ デラ イト が 550°C 附近 に 強い 吸熱 ピー クボ が ある と さき され て い 
SY の で , 次 の 化学 分 析 結 果 か ら も 示さ れる よう に , MAME バイ デラ イト に 近い る の 
oe 


1) Greene-Kelly , Differential thermal investigation of clay, edited by 
MacKenzie, 148, 1957. _ 
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第 2 表 白岩 鉄山 モン モリ ロン 石 第 2 図 モン モリ ロン 石 の DTA 曲 線 


(白色 種 ) の X 線 粉末 デー タ ; 
- 物 末法 カメ ラ meray ia 
i ZL 
ace (#257 .3mm) 
Feka 
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学 成分 (SH) 化学 分 析 結 果 は 普通 の カル シウム モン モリ ロン 石 の 分 析 値 に 
DAN 
色 と 鉄 ・ マ ン ガ ン の 含有 量 と の 間 に 和 密接 な 関係 が 見 られ , 神 紅 色 種 に マン ガン が 比較 的 
多く 緑色 種 は マン ガン が 少な く 鉄 が 多い 。 

化学 式 を Ross & Hendricks?) の 計算 方 法 に 従 つ て 求め た 結果 は 次 の ご と く で あぁ つ 


第 3 表 モン モリ ロン 右 の 化学 成分 


rH, Ht メ に G fal (&) 
=e (A) | =e=; (HKD) Ey 崎 (4%) 頒 藤 (1950) 
SiO, 49.03 47.85 | 44.55 46.30 
TiO, 0.22 | 0.22 0.32 — 
Al,O, | 18.16 | 16.72 | 19.38 18.47 
Fe,O, 1.62 | 8.37 | 4.92 6.03 
FeO n.d n.d. es 0.45 
MnO tr FS 0.02 = 
MgO 3.07 aie 4,21 3.06 
CaO | 2.62 2.17 2.28 2.16 
Na,O- | 0.11 0.16 0.15 1.03 
KO tr 0.05 0.69 0.35 
H,O+ 8.79 8.01 7.75 6.83 
EO 16.80 VAD, VSS 14.50 
100.42 100.60 100.18 99.18 
ay. A a ig aK OBE 


a 


1) Sudo, T, Proc. Jap. Acad. 26, 91~95, 1950. 
2) Ross, C.S. and Hendricks, S.B., U.S.G.S. prof. pap. 205-B, 151 
~180, 1945. 
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TC, いずれ る も montmorillonite-beidellite series に 良く 一 致す る 。 
自 岩 (白色 ): (Aly.z9 Fe? *.19M8o.36) (Alo.11Sig.gg) O10 (OH) 2 (Nao.02 (Ca/2) 0.44) nH,O 
2205 
自 岩 ( 褐 紅色 ): (Aly go Fe? +o. 29 M8o.51M9.92) (Alo.agSi3.82) O10 (OH) 2 (Nao.02 
DNS 


(Ca/2) 9.37) nH,O 
"les (ARE) : (AlygoFe?*9.50M8o.50) (Alo.a3Si3.57) O10 (OH) 2 (Nao.02Ko.07 
BAN, 
(Ca/2) 9.39) -nH,O 
AGB LRA ey EY 石 端 種 に 近い 。 緑色 種 は 4 面体 層 中 に Al が か な り 含 
ENSZDCRAF IA PG EY EV AY AK4S. COL LIRMO EIN REA 
分 析 に お いて る も 認め ちら れ た 。 


4. 京都 府 新 谷 鉱山 産 _ リサ イト ー モ ン モ リロ ン 石 規 世 的 混合 層 鉱 物 


a. 試料 京都 府 北 双 田 郡 新 谷 鉱 山 荒 倉 鉄 床 ( 古 生 層 中 の 真名 子 型 鉄 床 ) の 小 断層 か ら 
探 集 し た 断層 粘土 は , 絹糸 光沢 , 滑 感 を 有する 灰白色 の 粘土 で ある が , 分 割 す る と き , 
宮 目 に 毛 状 の 録 物 が 現われ る の で 興味 を も もち 検討 を 加え た 。 顕微 鏡 下 で この 毛 状 鉄 物 は 
右 英 役 唱 で あぁ る こと が わか つた 。 他 渡 法 に より 石英 を 出来 る だ け 除 き 実験 試料 と し た 


第 3 図 or 谷 鉄山 産 混合 ekg GN LEAS A BE 日 (RUE L CHEE 
- いた Ns 両端 に 4S SAO 
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が , 粘土 の 分 散 が 思わ し く な く , 後述 の ご と く 石 英 の 分 離 が REACH, 石英 は 長 
& 0.03~0.3mm, € 0.01~0.05mm の 柱状 結晶 を な し , LILLE BTS rb 
DET EHR. BROKE E38 図 に 表す 。 

Db. X 線 的 性 質 空気 中 乾燥 試料 の X 線 粉末 反射 は 第 4 表 お よび 第 4 図 に 示す よう 


第 4 表 雲母 粘土 鉱物 一 モン モリ ロン 石 規 則 的 混合 層 讐 物 の 文 線 粉末 デー タ 
新 谷 (石英 の 線 除 外 ) Burghersdorp 米 子 
Diffractometer } FZ (5 
s4 eee Le ee ? fae Heystek (1954) | az (1959) 
d(A) I d(A) I d I d I 
001 250 see OF], | 25.8 vs 26.4 40vs 
002 12.6 20 12.5 10 12.4 s 13.0% =S8vs 
005 5.05 6 4.95 3 4.95 mw 9.3 3b 
02, 11 4.44 7 4.43 2 4.47 s 5.10 16s 
007 3.60" — 2 4.30 mw 4.48 19vs 
008 3.15 4 12 4 3.67 w 4.27 10vs 
009 DD) ED) ee tl 3.33 m 3.47 3b 
20,13 2.56 6 2.54 5 3.09 mw 3.35 6s 
06, 33 1.49 4 2.883 xm S527 19s 
40, 26 ON 2.563 m 2.56 18sb 
42, 35, 17 1.2 1 2.451 w 2.49 ODD 
’ 2.282 WA 2.44 3b 
新谷 エチ レン グリ コル 処理 2.190 vw 2.39 4b 
Diffractometer, Cuka iy i eee 2.19 3vb 
| 2.027 vw 2.13 3vb 
hkl | d(A) 1.977. vw 1.99 5b 
a ee 42 Folch De 
002 13.2 20 Pies ; 
494 m 
003 | 8.93 4 i sore ay 
004 | 6.68 2 weet 
005 | 5.34 7 


に , 25A の 強い 反射 と その inte- 
gral sequence を な す 高 次 の 反射 が 
HY, door の 大 き さ は 25.2A は 
か に dioctahedral *§+-¢kK#D hk 
BHMAD SNS. これ ら の デー タク 
や ェ チ レン グリ コル 処理 の 結果 
(dop1=26.7A) は , BS 粘土 鉱物 
モン モリ ロン 石 (2 kB) と の 
1:1 RIMES Baki OD X 線 的 性 
BY と ょ く 一 致し て いる 。 第 4 表 


a Kas Mss 
i Heystek に よる 南ア フリ カ i nm J . 


\ 200° 
Aa A 


Burghersdorp 産 お よび 佐藤 に よる 5 ぁ Parr) 


1) Heystek, H., Min. Mag. 30, 400~408, 1954; Brindley, G. W., 
Am. Min. 41, 91~103, 1956; Sudo, T., Mineralogical Study on Clay of 
Japan, 136~147, 1959. 
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米子 鉱山 産 の も の の デー タ を 掲げ た 。 

c. 加熱 に よる X 線 反 射 の 変化 (第 4 図 ) 300°, 400°, 500°, 700°, 900°C Daim 
度 に 1 時間 加熱 し た 試料 を 冷却 直後 に デイ フラ クト メー ター に か け て 加熱 に よる 変化 を 
調べ た 。 各 温度 で 多少 の 変化 が み ら れ る が , 400°C で 白雲 母 型 に 大 きく 変り , 900°C で 
は 粘 士 讐 物 は な 分解 し て ムル 石 が 出来 か な け て いる 。 底面 反射 の 各 温 度 に お ける 徴 細 な 変化 . 
は 水 層 の 脱水 と 格子 の 再 配 列 の 様子 を 吐 示 し 興味 深い 。300~500°C ORM RAS 25A 
格子 と 10A 格子 の random mixed-layer の 反射 と 解 し 得る 。 

この 結果 は 頒 藤 り に よる 米子 2A-HLGMO 加熱 変化 と 類似 し て いる が 多少 の 相 異 
BHO, 特に 反応 温度 が 今回 の 方 が 低い 。 

d. 示 差 熱 分 析 曲 線 (第 5 図 ) 雲母 粘土 鉄 物 と モン モリ ロン 石 と の 規則 的 混合 層 鉱 物 の 

Pon Boies eeu pa” 7 Ue er ee 

SAIONESEGKO DTA giz hersdorp clay mineral の 曲線 と 

良く 一 致し て いる 。 第 5 図 に 比較 し 
We 
| SN e. 化学 成分 (第 5 表 ) XS 
ょ び 圭 分析 試 料 の 化学 分 析 結 果 は 第 
5#(1) DZ7L( CHS. COBH 
Vis II Y4EO RE 
2 LEEDC, X74 777 br — 
ター に より 石英 の 量 を 定量 し た 。 洗 
降 炭 酸 石 灰 を 内 部 標準 に 用 いて , 石 
BE Zawt% <296 の 結果 を 得 た の で , 
(1) の SiO。 か ら こ れ を 引き 去り 再 
計算 し て 粘 王 鉱物 の 化学 成分 と FR 
し 得る (2) を 得 た 。 同 表 に は 同様 
な 性 質 を 持つ Burghersdorp と 米子 の 鉱物 の 分 析 値 を 比較 し た 。 
第 5 表 (2) か ら 陰 イオ ン を Ojo(O 了 I)。 と し て 化学 式 を 計算 し 次 の 結果 を 得 た 。 

(K.49Nap.93Cap.10) (Mgo.23Mno 93 Fe?* og Ali. g0) (Alp.71Sig.29) O19 (OH) 2 nH,O 

0.53 2 Ae 4.00 

他 の 2 種 の 化学 式 る ほぼ 一 致し て お り , DVVLBBetewle evevuyv Gio 
WIZ 1:1 の 混合 物 と 解釈 し 得る 。 こ の 化学 分 析 結 果 に 産 状 , 外観 等 も 療 慮 に 入れ て 二 鉄 
物 を セリ サイ トー モン モリ ロン 石 規 則 的 混合 層 久 物 と 呼ん だ が , ある い は X BHF, 
加熱 変化 等 の 点 か ら は セリ サイ ト の 代り に イラ イト の 名 を 探る 方 が 適当 で ある か る 知れ 
な い 。 


(oo 200 300 58 500 600 70 800 900 000°C 


1:44, 2:Burghersdorp (Heystek, 1954) 


5. 総 括 


沼 館 型 マ ン ガ ン 鉱 床 か ら 産 出す る いわ ゆる 石鹸 石 は 鉱床 母 岩 で あぁ る BARBED BKB 
質 に よる 粘土 化 生 成 物 で ある 。 これ ら の 粘土 を 秋田 県 和正 岩 鉱山 , 宮城 県 宮崎 鍼 山 産 の も 


1) Sudo, T., sfHi, 136~147, 1959. 


DO Foe ee 229 


第 $ 表 BSL M-ty ©) oy BRINE Bok mo [be 

新 公 Burghersdorp 米 = 

1 2 Heystek (1954) | 須藤 (1959) 
SiO, | 58.49 45.6 51.69 43.17 
OS tr We 0.68 0.51 
Al,O3 22.41 29.6 34.50 33.54 
Fe,O; 0.80 vt 0.19 0.26 
FeO none — = 0.13 
MnO 0.35 | 0.5 mm re 
MgO 1.59 oi 0.16 0.65 
CaO 1.02 | eS 1.56 0.52 
Na,O 0.13 0.2 1.03 0.38 
K,O 8.23 4.3 3.56 2.84 
SOnn0.12 OT 
H,O+ | 5.89 7.8 ae as 10.48 
Hos 7| 5.64 | 7.5 ms 7.75 
| 99.55 ( 100.0) 99.45 100.23 

se & | 吉 ik D. Sampsan reads 


DiI CRMSHERCRN LHR SBRUORE, MAROON Ee 
ン モ リロ ン 右 に 相当 し , 宮崎 鉱山 か ら の 緑色 種 は バイ デラ イト に 近い モン モリ ロン 石 で 
ぁ ある こと が わか つた 。 三種 の 粘土 の 色 は 鉄 及び マン ガン の 含有 量 に 密接 な 関係 が ぶ あ る 。 
すなわち 福 紅 色 種 に マン ガン が 比較 的 多く , 緑色 種 は マン ガン が 少な く 鉄 が 多い 。 
京都 府 新谷 鉄山 の 真名 子 型 マン ガン 鉄 床 を 切る 小 断層 中 の 灰白色 粘 士 は 両端 に 鑑 面 を 
有する 水上 品 の 徴 結晶 と 共生 し . 単なる 地下 循環 水 に よ つ て 生じ た も の で は な く , 断層 に 
治っ て 作用 し た 熱 水 変質 に i a 
Heal, X RHR, MAB, 化学 成分 等 より カリ ウツ ウム 雲母 粘土 鉄 物 と モン モリ ロ 
ン 石 と の ほぼ 1:1 の 規則 的 混合 層 鉱 物 で あり , セリ サイ トー 一 モン モリ ロン 石 規則 的 混 
合 層 鍼 物 と 呼ぶ こ と が 出来 る 6 


Pe RL 


Stillwater igneous complex, Montana. By H.H. Hess, 本 書 ま 著書 が 多年 に 
BO CHU? Stillwater complex の 詳細 な 研究 報告 で ある 。Introduction, Deter- 
minative methods, Mineralogy, East boulder plateau section, Bulk mineralo- 


gical and chemical composition of the Stillwater complex, Mineral-variation 
curves, Layering and its origin, Some quantitative aspects of Stillwater pet- 
ro!ozy, Complementary evidence from the Bushveld complex, Great dyke, and 
Skaergaard intrusien DIBMHZAY, 最初 に 造 岩 鉱物 の 測定 潜 , 物理 化学 的 性 質 , 続 
いて フィ ー ル ド の 産 状 と 岩石 の 顕微 鏡 的 観察 を 記載 し , 次 に 成因 論 に つい て 述べ て いる 。 
本 書 は 野外 調査 と 室内 実験 の 両者 を 結び つけ た JERK 秀 れ た 研究 で あり , 岩石 学者 の 必 
読 の 論文 で ある と 信ずる 。 (Geol. Soc. Am. Memoir, 80, pp.225, 1960) ( 書 木 ) 
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パイ ロ ル ー ス 鉱 の 加熱 変化 に つい て * 
Thermal study on some pyrolusites 
岡田 #& (Kokichi Okada)** 


Abstract : Pyrolusites from some different localities in northeastern 
Japan were studied by means of X-ray powder method and D.T.A.. The 
di00) Value of X-ray powder pattern is 3.118~3.140 A, and their d (140) 
and intensities are showed by linear relation. Peak temperature of D.T.A. is 
from 620°C to 680°C, di10) is small as peak tempe-ature rise, and amplitude 
of D.T.A. is large as peak temperature rise. Intensities of X-ray pattern 
and amplitudes of D.T.A. of mixed samples of pyrolusite and quatzs, are 
proportional to each mineral ratios. Two types of pyrolusite were given 
from D.T.A. curves. 


1. iff 言 


ARAUNV—- AGL 二酸化 マン ガン 鉄 の 中 で 最も 普遍 的 に 産出 し , 鉱物 学 的 見 地 の み な 
ら ず , 電気 化学 的 な 応用 研究 が 広く 行なわ れ た 鉱物 の 1 つ で ある 。 今 , これ ら の パイ ロ ル 
ー ス 人 釣 に 関す る 多く の 研究 報 文 の 中 か ら , 特に X 線 廻 折線 と D.T. A. 曲線 に 限定 し て デ 
ー タ を 詳細 に 検討 する と , X 線 廻 折線 は 面 間 距離 と 比較 強度 に , D.T. A. 曲線 は ピー ク 
温度 , 型 等 に それ ぞ れ 相当 な 差違 の あぁ る こと が 見 出さ れる 。 こ の 相違 の 原因 は 実験 試料 , 
装置 , 条件 , 測定 誤差 等 に 基く こと も 然 で あろ う が , さら に パイ ロ ル ー ス 久 の 酸化 度 , 
結晶 度 等 の 影響 が 大 き な 要 因 と な つて いる こと が 予想 され る 。 

LOT, NAAN AKO XPM ARE D.T.A. 曲線 に 見 られ る 相違 を , 代表 的 な 産 
状 を 示す 試料 を 用 いて 検討 し , 興味 ある 結果 を 得 た の で 報告 する 。 


27 FR 試料 


東北 地方 に お ける パイ ロ ル ー ス 鉱 の 産 状 は , BREPERUE BO vv Wy GERD RRL IC 

する も の (以下 古 期 試料 と 略称 ) と 第 三 紀 層 中 の マン ガン 鉄 床 に た 産 する も の (LE SR 
料 と 略称 ) に 大 別 さ れる 。 実験 試料 は 産 状 の 相違 に よる 比較 る も 行う 目的 で , 前 者 に は 岩手 
県 高松 鉄山 り , 同 豊 品 鉄 山 FIRE 7 ROLLY), 後者 に は 青森 県 南 股 付 山 ), PKR Eek 
山 産 パイ ロ ル ー ス 鉄 を 使用 し た 。 


* 選 讐 負 錬 研究 所 報告 第 324 号 
ee eee Ce an 
1) 南部 松 夫 , ALLIUHWOX - =Ozy Hy SRAM (岩手 県 ), 8.13, 32 
36, 1958. 
en 南部 松 夫 , AbLWUHOD:-=Ovry HY MROMAICOWT (40K), 29~31, 


3) 南部 松 夫 , 岡田 広吉 , DESK, 選 研 菜 , 15, 77.86, 1959. 
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実験 試料 は 先 づ 肉眼 的 に 塊状 り , 均質 の 部 分 を 精選 し , さら に X 線 粉末 写真 で 不純 物 が 
混入 し て いな いこ と を 確認 し た 。 こ の 何れ の 試料 も X 線 粉 末 写 真 で は 全く 同一 で 区 別 で 
き な い が , 試料 の 外観 的 特徴 に は 多少 の 相違 だ が あつ た 。 す な わ ち , BK GE RRR 
料 は 漆黒 色 で 容易 に 粉 化 する こと が で き , BH 20 A 試料 は 堅 硬 で 粉末 は 多少 褐色 味 
を 帯び た 黒色 を 呈し , B20 BAMIEBRELRTAS. 


3. 実 験 方 法 


実験 は パイ ロ ル ー ス 鉄 の X 線 廻 折線 の 面 間 距離 と 比較 強度 , D.T.A. 曲線 の ピー ク 温 
度 , 振幅 を 正確 に 求め る た め に 次 の 方 法 に よ つ た 。 

X 線 廻 折線 の 測定 に は ガイ ガー フレ ックス を 使用 し , パイ ロ ル ー ス 銚 の (110) OAR 
距離 を 精密 に 測定 し , 比較 強度 は 南 股 BB 試料 の 強度 を 基準 と し た 値 を も つて 示し た 。 面 
FREBRED Weve (110) OMFS BORO, 04 UV—- ARORA, し か る も 
従来 の 測定 値 が 最も 変化 に 富み , さら に 人 工 混 合 物 と し て 石英 を 使用 し た 場合 に 相互 の 和 廻 
折線 が 千 渉 し な い 位 置 に ある こと 等 の 理由 に よる 。 ガ イガ ー フ レッ クス の 使用 条件 は , 対 
im: Fe, フォ ルター :…Mn, BER: 8, 計数 率 : 16, AVY}: 1°, 1°, 0.4mm, 
走査 速度 : 1/2°/min, チャ ー ト 速度 : 2em/min で ある 。 

D.T.A. は —200 mesh の 粒度 で 0.5 g の 試料 を 用 い , 10°C/min の 昇 温 率 で 行 つ 
た 。 パ イロ ルー ス 鉱 の D.T.A. 曲線 に は 1,000°C まで に 2 回 の 貴 著 な 吸熱 ピー ク が 存 
EF SU, 本 実験 で は 600°C~700°C OAC -7EMHARLL, ビ ピーク の 温度 と 振 
幅 を 観測 し た 。 こ ゝ に 示す D.T.A. の ビ ピーク の 高 さ (以下 簡単 の た め に ビー ク の 高 さ と 
記す ) は 便宜 的 に 南 股 試料 の 振幅 を 基準 と し た 値 で 表現 し た 。 

次 に 混合 物 が パイ ロ ル ー ス 鉄 の ※ 線 廻 折線 と D.T.A. 曲線 に 及ぼ ぽ す 影 響 を 検討 する た 
Oi, BK B 試料 と 福島 県 石川 町 産 石英 を 種々 の 割合 に 混合 し て , 前 と 同様 の 実験 を 行 
Diag 


4.2 & 結果 


実験 結果 を 第 1 表 , D.T.A. 曲線 を 第 1 図 に 掲げ る 。 面 間 距 離 と 比較 強度 並び に ピー 
ク の 高 さ と の 関係 を 第 2 図 , ピー ク 温 度 と どー ク の 高 さ と の 関係 を 第 3 図 に 示す 。 


LK 40 -ZAHO X MMH, D.T. A. OR 


試 料 | X 線 WH 線 DN 
| Ay | C7 ee ee oe 
番 a 産 地 di10) A a I age x x 高 
1 wm A are | 86 870 | 86 
2 ’ B 3.125 | 100 670 100 
3 © a ae ee ee 78 680 95 
4 ’ B| 3.118 103 665 75 
5 高 松 | 3.129 66 670 100 
eS 140 25 630 40 
7 " B 3.134 2 620 | 22 
SF tet Y ~ RL 8.184 53 650 78 


1) 実験 試料 を 塊状 鉄 か ら 選 択 し た 理由 は , パイ ロ ル ー ス 鉄 が し ば し ば 水 マ ン ガ ン 
人 鉱 結晶 の 仮 像 を な し て いる 例 が 多い こと に よる 。 
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1M os 4 a — ASOD. T. A. dee A. 文 線 狂 折 線 面 間 距 離 は 3.118A 
(白岩 B)~3.140 A ( 豊 ロ A) の 問 で 変化 
し , 面 間 距 離 と 比較 強度 と の 間 に は ほ ご ぶさ 


Vee Aw x 直線 的 関係 が 認め られ る 。 1 十 期 試料 は 
a 面 間 距 離 が 大 きく 比較 強度 は NCH SM 


mm HR 4 


. BoA SHIA RHCHS. HOT. 本 
i“ eve 実験 試料 だ け に 限定 する と 面 間 距離 と 比 
| 較 強 度 の 関係 か ら 産 状 の 区 分 が で きる 。 
x . me B. D.T.A. 曲線 HK, 白岩 試料 
% . (3 BH, fat AWIRLY, ビー ク 温 度 


は 620°C~ 680°C の 鑑 囲 で ある 。 ま た 
go 6 D.T. A.W EOTHAABEE7 UT 
be V—7 GK (880°C ORBeE—7)”), 


ee MBAR Y BSL RF Ve (605°C 
DRAY—-7)) を 含有 し て いる こと が 


ae 1 | | | 明らか に され た 。 面 間 距離 と ピー ク の 高 
500 600 = 700 a Coe ne 1000 x の 関係 は , fs HABEIS) 3 RBESREOD WR 
で ビー ク の 高 さ は 増加 する が 新 期 試料 は 

これ に 反し , 試料 の 産 状 に よ つ て 相反 する 詳 係 を 示し て いる 。 ビー ク 温 度 と 高 さ の 関係 
は ビー ク 温 度 の 上 蜂 で 高 さ が 増加 する 直線 的 関係 が 認め られ, 新 期 難 試 料 は 概して ピー 


‘ook ge 100. 第 2 図 
a 80) パイ ロー ス 鉄 の 面 度 距離 と 
“ 60 上 60 * 比較 強度 , D.T. A. の ピー 
Ps ines 7 ORE CORR (At 
aa 7 実線 : 比較 強度 , 黒丸 , 破 
: : | 42: D.T.A. DY-70 
3.1 312 3 34 mc, 番号 : 試料 番号 ) 


第 3 図 
パイ ロ ル ー ス 人 鉄 の D. TA、 
に お ける ビー ク 温 度 と ビー 
7 Ores S & OBR 
(番号 : 試料 番号 ) 


1) D.T.A, 曲線 の 型 の 分 類 に つい て は 後述 する 。 
岡田 広吉 , Gk, 44, 23 へ 33, 1960, 43, 2290238, 1959. 


ES 
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ク 温 度 が 高く , 古 期 試料 は 低い 傾向 が ある 。 ビー ク 温 度 の 低下 に よ ょ つて ピー ク の 高 さ が 
減少 する こと は , 既に 針谷 寄り が 北海 道 目 津 府 鉱 山 産 パ イロ ルー ス 鉄 に つい て 実験 的 に 
証明 し て いる 。 

C. 実験 結果 の 考察 本 実験 試料 の 面 間 距 離 は 3.118 A~3.140A の 問 で 変化 し , 
(110) の 面 間 距離 の 大 小 に よ つ て 産 状 の 区 分 が 可能 で ある こと が 判明 し た 。 ま な た , 面 間 距 
離 は 比較 強度 お よび ビー ク の 高 さ と る も 密接 な 関係 を 有 し , 比較 強度 は 面 間 距 離 と 直線 的 な 
関係 を 示し , ピー ク の 高 さ と 面 間 距離 は な 産 状 に よ つ て 相反 する 傾向 が 明瞭 で ある 。 ビ ピー ク 
温度 は 面 問 距 離 に 影響 され , 面 間 距 離 の 減少 で ピー ク 温 度 は 上 昇 す る こと が 認め られ な た 。4 

以上 の 関係 は パイ ロ ル ー ス 鉄 の 酸化 度 , 結晶 度 等 の 高低 を 忠実 に 反映 し た 結果 と 考え ら 
れ , また 産 状 に よる 相違 は パイ ロ ル ー ス 鉄 の 酸化 度 , 結晶 度 ボ が 生成 環境 に 対し て 鋭敏 で あ 
つた と 推察 され る 。 た ゞ くし, 第 2 図 に 示さ れ た 豊口 選 試料 の よう に , 本 実験 の 一 般 的 傾 
向 と 多少 異 る 場合 も ある 。 

し か し な が ら , 上 述 の 傾向 は 実験 個数 が 少 い か ら , さら に 多く の 試料 を 同一 実験 条件 で 
詳細 に 吟味 する 必要 が ある 。 な お ; 41 —AGKO (110) の 面 間 距 離 は 3.09A~3.17 
A, D.T.A. の ピーク 温 度 は 600°C~700°C の 測定 値 が 報告 され て いる 。 

5. Xepiee D.T.A. 曲線 に 及ぼ す 混 合 物 の 影響 

パイ ロ ル ー ス 人 鉄 の D.T.A. に お いて , 混合 物 の 量 比 が DD.T.A. 曲線 に 与え る 影響 に 
つい て は パイ ロー ス 欠 と 型 ラ ム ス デ ル 鉄 ある い は クリ プ ト メ レー ン 鉄 と の 人 工 混 合 試 
PNLOW CRN L, その 結果 は 既に 報告 y 
Li, Smee came, BOR A Ne aie 
混合 BthickZx.1uv—-AKORME ィ ロ ルー ス 鉱 , Q: 石英 ) 

離 と 比較 強度 , D.T.A. の ピー ク 温 度 と 


P @ 
高 さ 等 の 変化 を 検討 し Teo a ‘ Coe » 


係 を 第 6 図 に 示す 。 混合 物 の 添加 に よる 
パイ ロ ル ー ス 鉱 の 面 間 距離 の 変化 は 殆ど 
認め られ な い が , 比較 強度 と ビ ピーク の 高 


D.T.A. の 結果 を 第 4 図 , 混合 量 比 と es eee 
比較 強度 , — 7 DX OBE 5 BL, A ee a 
また ビー ク 温 度 と 混合 量 比 , GktLOw | VV 

Laat 


a は 混合 量 に 比例 し て 増減 Ig, ) (a a ク 温 3 ーー トド A ーー トー 40 60 
度 は 609 まで 変化 が な い が , 50~108 | 


OS 


| VY 74.20 80 
ZDEDICHEON 4 UN —-AGIZO es 


“ OD 
いて は , 比較 強度 , ビー ク の 高 さ を 測定 隊 N GY 
SAZr2LI EDT, KAUN -AGOIE ee 
合 量 比 を 定量 的 に 知る こと は 可能 で あ 560 000 00 . 0 00 
32 FE ( 


る 。 し か し な が ら , 前 項 の 実験 結果 に よ 


1) 針谷 &, ot, 3, 565~591, 1958 
2) 岡田 広吉 , ATH, 1959, 1960. 
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第 5 図 <4 oV— AGORA SIH b eee る と , パイ ロ ル ー ス 鉄 は 試料 毎 
度 > ピー ク の 高 さ と の 関係 (AH, に 面 章 距 離 , 比較 強度 , D. T. A. 
破線 : 比較 強度 , 黒丸 , 実線 : ビー の ピー ク 温 度 , 高 さ 等 に 相当 広 
ク の 高 さ ) 


い 箇 囲 が ある か ら , 不 特定 試料 
の 測定 値 か ら 直 ち に パイ ロ ル ー 
AROSE HET SIL 
は 困難 で ある 。 


6. パイ ロ ル ー ス 鉱 の D.T. 
A. 曲線 に つい て 

0 20 40 60 80 100 ペイ イロ ルズ の DA dh 

IVA Dib - R&D (WE) eg 1,000°C まで 2 HO Rie 

素 反 応 (MnO。 っ Mn。0。+O : 


OD 


曲線 に お ける ビー ク 温 度 と 混合 草 比 , 600°C~700°C, Mn,0。> っ Mng- 

ピー ク の 高 さ と の 関係 (AL, 実線 : O4+0: 900°C~1.000°C) に 

SA a AGROUG AEH, 黒丸 , HRT SSL UMRBRE 7 & 

破線 : ピー ク の 高 さ ) 示す も の が 普通 で ある が 消 

ur BOR C2 1 ORRE— 
fn 7 DINE WR — 7 EBA BE 
M 6G0L じ て い る の を 特徴 と し て いる こ 
ne と も ある 。 前 者 を パイ ロ ル ー ス 
eee HO D.T.A. 画 線 の A 型 , 後 
b 。 = , = , 」 者 を B 型 と 仮称 する 。 本 実験 結 

0 20 40 60 8&0 100 果 に お いて る も 南 股 , ABs es 


INA Om -2 Bin (Wt %), E°=79 BS 720°C ~ 730°C Ee 7 を 有 


し て B 型 に 属し ) 他 は A 型 で ある 8 
A 型 の 吸熱 反 褒 が 終了 し た 温度 に お ける X MM MLE 7 ACBCHOT, LOMA 
反 店 に よ つ て パイ ロ ル ー ス 銘 は 完全 に ビク スピ ビ 鉄 へ 移行 し た こと を 示し て いる 。 

BHO BIC — 7 O RIB OV TARE BS ANZ ANTOROO ST, AR A 試料 を 用 い 
て 副 ビ ー ク の 熱 反 褒 を 検討 し た 。 し か し な が ら , 副 ビ ピー ク 前 後 の 710C BEY 800°C 
まで 加熱 し た 試料 の X 線 加 折 線 は 両者 と も に 全く 同一 で ビク スピ ビ 鉄 に 一 致し た 。 他 方 , 
加熱 後 の 試料 の 色 は 710°C で は 黒色 , 800°C で は 灰 提 色 を 帯び た 黒色 で ある こと か ら , 
両者 の 間 に は 鉄 物 組 成 の 微妙 な 変化 あつ た こと が 推定 され る 。 

本 実 険 で は パイ ロ ル ー ス 鉄 の D.T. A. 曲線 の B 型 を 特徴 づけ る 副 ビ ピーク の 京 因 を 明 ら 
か に し 得 な か つた が , パイ ロ ル ー ス 鉄 の D.T.A. 曲線 に は A, BB の 2 型 が ある こと は 明 
CH SOC, 両 型 の 出現 する 理由 を 産 状 に 関連 させ て 考 究 する 予定 で ある 。 


1) 例え ば 南部 松 夫 , 岡田 広吉 , BS, ATH, 1959. 
2) TORRES, BN, RI, gti, 2, 431 へ 446, 1956. 
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7. 総 括 

パイ ロ ル ー ス 鉄 の XN PMOL D.T. A. 曲線 を , 数 産地 の 試料 を 用 いて 詳細 に 検討 
し , 次 の 結果 を 得 た 。 

(1) X 線 廻 折線 の (110) の 面 間 距 離 は 3.118A~3.140 A の 間 に あ つ て , 比較 強度 
は 面 間 距 離 の 減少 と と も に 大 と な り , 両者 の 問 に は 直線 的 関係 が 認め られ る 。 Fe HH 
試料 の 面 間 距離 は 大 きく , 新 期 試 料 は 小さ い 傾向 が あぁ あり, 面 間 距離 に よ つ て 産 状 が 区 分 
CXSo 

(2) D.T.A. の ピー ク 温 度 は 620°C~ 680°C OMMICS YD, 新 期 試料 は 高く , 古 期 
試料 は 概して 低い 。 従 つ て 面 間 距 離 と ピー クタ 温度 と の 問 に も 直線 的 関係 が 認め らち られ: ま 
た ビー ク の 高 さ と ビー ク 温 度 の 関係 る 同様 で ある 。 

(3) この 面 間 距離 , 比較 強度 , D..A. の ピー ク 温 度 , 高 さ 等 の 変化 は 試料 の 産 状 を 
反映 し た 値 を 示し , パイ ロ ル ー ス 鉱 の 酸化 度 , 結晶 度 等 の 高低 に よる も の と 推察 され る 。 

(4) 混合物 の 量 比 が X 線 廻 折線 , D.T.A. 曲線 に 及ば ぽ す 影 響 は , 面 間 距 離 は 変化 し な 
い が , 比較 強度 , D. 工 . A. の ピー ク の 高 さ は 混合 量 に 比例 し て 増減 し , ビ ピーク 温度 は 5096 
以上 の 混合 で 低下 する 。 EOC, 特定 の パイ ロ ル ー ス 鉱 に つい て は 比較 強度 , ピー ク の 
高 さ か ら 混 合 量 比 を 決定 する こと は 可能 で ある が , 比較 強度 > ピー ク の 高 さ は 試料 毎 に 相 
当 の 範囲 が あぁ ある の で 一 般 に は 困難 で あぁ る 。 

(5) パイ ロ ル ー ス 人 鉄 の D.T.A. 曲線 に は A,B の 2 型 が ある 。 明 型 は 第 1 回 の 吸熱 
ビー ク の 後に 玉 ピ ー ク を 有する も の で ある が , 本 実験 で は この 副 ビ ー ク の 原因 を 明らか 
a Ey a 

本 研究 を 発表 する に 当り , 終始 御 指導 , CHR EMO RIAS RSA 
導 教 授 , 同 選 久 針 錬 研 究 所 南部 松 夫 助教 授 に 深 基 な る 感謝 の 意 を 表す る 。 な お , 
本 実験 試料 は 南部 松 夫 助 数 授 の 探 集 され た 標本 中 か ら 使 用 させ て 頂い た 。 和 標本 の 
使用 を 快諾 され , か つ 産 状 の 御 教 示 と 実 険 上 の いろ いろ な 御 助 言 を 下さ つた 南部 
松 夫 助教 授 こ 改め て 感謝 する 。 


205 kil] Hyatt Ranch ペグ マタ イト By. M. M. Gilkey Be 資源 開発 の 目的 で 
米国 Bureau of Mines で 新 に ボー リン グ 調 査 を 行い ペグ マタ イト の 規模 , FEE, ie 
柱 石 の 分 布 , 品位 , 選 伝 法 等 を し ら さ べた も の で ある 。 こ の ペグ マタ イト は 黒雲 母 花 賠 岩 中 
に レン ズ 状 を な し て 用 胎 し , 時 代 は 共に Precambrian で ある 。 東北 方 に 延び て 長 さ は 
365 feet, 最大 市 は 70 feet, 地 事 か ら の 深 さ は 200 feet に 達する 。 外 部 か ら wall zone, 
外部 中 間 淀 , 内 部 中 間 帯 , 中 心 部 の 4 帯 に 分 けら れる 。 緑 柱 石 は wall zone お よび 内 部 
中 間 問 に 存在 し , RIC BH CAE 1 jnch へ 1 foot の 大 品 を な し , 約 3 存在 する 。 こ 
の ペグ マタ イィ ト は 1936 年 開発 され 現在 まで に 緑 柱 石 50 ton, ABR 30 ton, 長石 200 
ton 産出 し た 。(Rep. Invest., 5643, U.S. Bureau of Mines, 1~15, 1960) [長谷 川 〕 
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北海 道 室 較 産 族長 石 及び その 母 皆 の 化学 成分 


Chemical compositions of anorthite and its mother rock 


occurring near Muroran, Hokkaido 


ER (Fumio Sato)* 
香 川 義 8B (Yoshio Kagawa) * 


Abstract : Large plagioclase and basic andesite containing it were 


chemically analyzed. Plagioclase proved to be anorthite of Any, , compo- 
sition. Its mother rock is not comparatively high in Al,O, composition and 


it contains labradrite phenocrysts together with anorthite large crystals. 


Les nS 


室蘭 市 本 輪 西町 の 西方 , 崎 守 町 附近 より 黄金 まで の WRC BR 岳 の 黄金 泥 流 リ 
が 分 布 し て いる 。 筆 者 等 は 数 年 前 に この 泥 流 中 の 去 武 岩 質 亡 山 岩 の 径 数 米 に 及ぶ 大 塊 に 
含ま れ た 灰 長石 大 品 及 びそ の 母 岩 の 化学 分 析 を 行 つ た 。 火山 岩 中 に 含ま れ た 灰 長 石 大 品 
SUK UV ORMH ANZKRASRRIEt, BA 千島 火山 帯 及 び それら に 沿う 新 


第 三 紀 火山 岩 地 域 に 限ら れ て 産出 し , 日 本 の 他 地 域 に お いて る も, 叉 外国 に お いて る も WA 


ど 発 見 され て いな い 石 学 的 に 興味 ある も の と され て いる が 22, その 成因 に つい て は 種 


RDB RED 2s ERS MEGS pt AS: 今後 の 成因 考察 に も 何等 か 


2. 放 長 石 の 化学 成分 


灰 長 石 は 最大 lem の 卓 状 或いは 柱状 を 示し , 何れ も 新鮮 で あり , EGET ICH TER 
帯 構造 は 殆 ん ど 認 め ら ちら れ な い が , 最 外 部 は 不明 瞭 な 周縁 帯 に 囲ま れ て いる 。 MILT WV 
4 b DUS BU aS WE CHAI, カル ルス バッ FARM 双 品 が 認め られ , Le NAL 
FWo BEN PM AF -VICE SMM CE Angg の 成分 を 示し , FRAIL CX Ze 
か つた が , AMKY Marie AD 成分 に 宮 む も の で ある 。 二 長 石 を 化学 分 析 し た 結果 及 
UlLn kVA UR] VASRAOSFAAINNIS 1 表 に 示す 如く で ある 。 


ty) 


1) 
2) 
3) 
~A448, 
1920; 
1955; 


JAG, 


SSSA SKY CSRS AS 
村山 正 郎 , ADR, 5 万 分 の comer [ Pace) 1955. 
Ishikawa T., Jour. Fac. Sci. Hokkaido Univ., 7, 339~354, 1951. 
fin, 門倉 三 能 , 地球 , 7, 378~386, 1927; AbeeANth, HERR, 7, 440 
1927; 坪井 幸太 部 , Jour. Coll. Sci. Tokyo Univ., 43, Art6, 1~146, 
JAIME, JX, 2, 327~349, 1936; PRISE HE, 地質 , 61, 481~495, 
太田 良平 , 岩 鉄 , 42, 104~114, 191.202, 1958; 河野 義 礼 , 青木 謙一 郎 , 
43, 275~281, 1959. 
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ce Sue se GG 
BR 灰 長石 の 化学 成分 

0 Wt % mol % 
SiO, 44.03 Or 0.40 
Al,O, 35.96 Ab 3.68 
Fe,O, 0.41 An 93.36 
CaO 18.49 Cg 2.56 
Na,O 1.04 
KO 0.07 
H,O(=) 0.40 

Total | — 100.40 


B2R 灰 長石 母 岩 の 化学 成分 


成 分 Wt. % Niggli’s value 
SiO, 52.38 st 129 
TiO, 0.28 al 24.5 
Al,O3 16.56 fm 41.5 
Fe,O, 3.90 c 27 
FeO 8.18 alk 7 
MnO 0.44 k 0.09 
MgO 4.48 mg 0.4 
CaO 10.26 が 0.6 
Na,O 2.60 gz 1.0 
K,O0 0.38 al-alk 1735 
PO. | 0.12 
H,O(+) | 0.70 

Total | 100.28 


JR» (x Philipsborn 
の 理論 値 と 比較 し て , AHIR 
長石 が SiO。 及び AL2O。 少 
くく, CaO 及び NagO に 稽 ミ 
富む こと に 留意 し た が , AR 
長石 も この 特性 を 示し , Cg 
は 2.56 を 示す 2。 


3. 族長 石 母 紅 の 化学 成分 


KRAt it L CBU 
Us (kD Bic LT, BF 
長石 及び 輝石 の 肉眼 的 斑 唱 が 
BLwo GP CLRID 
な い 最 大 lcm OXBORE 
石 と , RPHHEOS LARS 
小形 の 斜 長 石 斑 fh が 認め ら 
a> FANE SNH OK 
F-VICEFM ECE Angy 
~AD の HKRARD EA 
UTwHo 

PRG PACS IG & ARR 
HEARS YO, 最大 0.6mm の 
短 柱 状 を 示し , BIR 


で , 展 双 品 を 示し , 後者 は 淡 緑色 か ら 淡 紅色 の 多 色 性 が 著しい 。 

石 基 は Ansy-55 の 短冊 状 斜 長石 と 粒状 普通 交 石 及び 紫 区 史 石 より な る 間 料 構造 を 示し , 
少量 の ガラ ス を 介在 し て いる 。 
本 岩 を 化学 分 析 し た 結果 及び それ ょ り 算 出し た ニ = グリ 値 は 第 2 表 に 示す 如く で ある 。 


録 物 成 分 及び 化学 成分 より RKB BARE «EB ea LT, 


Sg mal 


岩 系 に 屋 す る も の で あぁ ある が , 三宅 島 1940 HHO HRAKCREA 火山 春の 化学 成分 


に 稽 < 似 て いる 。 HBS KURA AE CARR 撤 出 され た も の で ある が , 


SRE 


卓 に 近く Al,O, 2KRAMMAESCME BAW SREOLDEY) Ovo RAS 


REBMERE SAL ZAG Al,O; 
17.5 を 示し 


値 の 世界 的 に も 高い 火山 岩 の 叶 出す る 地域 に 産 し , 
で ある こと を 述べ て いる が , 今後 筆者 等 は 灰 長 石 大 品 を 含む 種々 の 母 岩 に つい て , 化学 


成分 並 に 鉱物 成分 の 上 より 検討 し , 灰 長 石 大 品 の 成因 を 考察 し た いと 


BST Ave 
の で あぁ ある 。 


岩石 


が 比較 的 低く ), = ニ グ リ 値 の si 129 に 対 店 する al-alk 
, KAO FMA ED >IBT Evo ARK? は 灰 長石 大 品 が al-alk 
区 の 問題 と し て 意義 の ある も の 


AO TwSo 


(0, 本 稿 は 種々 助言 を 戴 い た 北海 道 大 学 石川 俊夫 教授 に 謝意 を 表す る る も 


1) 
2) 
3) 


原田 準 平 , 
河野 義 礼 ; 
Ishikawa T., 


aH, 1936. 
青木 謙一 郎 , 
前 出 , 


1951. 


1959. 
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PeBeKWKAWR HORA DB 
Druse minerals in andesites from Hisatsu volcanic area 


i 本 4 (Takashi Yamamoto) * 


Pe | a | Se a = 


APVUKILUEORMD GS, BEC 7 ZA POS NVREOHMO MYM E LIS LISHEHTS 
こと は すでに よく 知ら れ て いる 所 で あり , CHET SARIS. RANTS", 
筆者 が 多年 研究 中 の 熊本 , 鹿児島 及び 宮崎 の 三 県 に 路 る 新 第 三 紀 火山 区 域 の 「 肥 相 火山 
区 」 の 岩石 は 主として 煙 石 安山岩 お よび 倉 角 関 石 煙 石 安山岩 類 で ある が , 同 区 域内 に 分 布 
する 多数 の 啓 岩 の 品 洞 に は 上 述 の 鉱物 を し ば ぼ ば し ば 産出 する 。 特 に 鱗 替 石 お よび クリ スト 
バル 石 は 極め て 普遍 的 で あり , 時 に は 既に 筆者 が 報告 2) し た 如き 直径 10mm に 達する 
鱗 圭 石 の 巨 唱 を 産出 する こと が ある 。 本 論文 で は 主として 肥 栖 火山 区 安山岩 中 の 品 洞 鉄 物 
と その 現 出 状態 天 び に 光学 的 性 質 に つい て 簡単 に 記載 する 。 


2 唱 洞 鉱物 と 母 洪 


本 火山 区 安山岩 中 に 産 す る 品 洞 鉱物 に は 鱗 葵 石 , クリ スト バベル 石 , 金 圭 母 乃至 金 雲母 質 
黒雲 母 , ペー ガス 石 が 認め ちら れる 。 

これ ら の 品 洞 鉄 物 を 最も 普通 に 産出 する 母 岩 は 比較 的 酸性 の REC, 中 性 の 類 岩 は 勿 
論 , かなり 塩基 性 の も の に も 認め られ , と くに 鱗 弐 石 お ょ よび クリ スト バベル 石 は 殆 ん ど 大 部 
分 の 燃 岩 の 品 渦 に 産出 する 。 本 区 域内 の 唱 洞 鉱物 と 坪 岩 は 第 1 OM< CHSo 

これ ら を 産出 する 唱 洞 に は , RUS PO AMA ZZ, WEBCO 5 BRS LUAER 
FURR. 母 岩 と 捕獲 岩 と の 接触 面 に 生じ て いる 和 孔 了 叉 は 多孔 質 な 岩石 に 分 布 す る パッ チ 状 裕 
除 な どの 種類 が ある 。 

aoa OL 1 種 が 単 測 に 産出 する こと は 移 で , 殆 ん ど 常 に 2 乃至 3 種 以 上 が 伴 な う 。 以 
FERC OV THRT So 

BIER 鱗 葵 石 は 品 洞 鉄 物 と し て 最も 普通 に 叉 多量 に 認め られ , 直径 1 へ ~8 mm OF 
角 板 状 又 は 鱗片 状 を な し て 産出 する 。 RMMESUIBAIB 1 表 に 示し た 様 に 非常 に 多い 


* 九州 工業 大 学 鉄山 学 教 室 

1) 吉木 文平 , 斎藤 報恩 会 研 報 , 15, 161, 1932 ; or, 8, 18~28, 61~69, 19325 
SIMRAN, AG A, 火山 , 1, 34.37, 1932; ASP A, 地質 ) 41,747, 1934; 
大 橋 良 一 , 地質 , 42, 105, 1935; ABIES, Sk, 15, 225, 1936; ERIE, 
地質 , 47, 306~309, 367~375, 1940; #8, 26, 121~126, 200~205, 281~287, 
1941; 29, 62~72, 1943; 30, 181~186, 1943; AMES, ot, 42,207~215, 
1958; 43, 64~72,1959; AWB ZK, 地質 , 47, 347~351, 1940; WAS a, Fu 
大 研 報 , 4, 56.66, 1954. 

2) 山本 HG UAB 4, 56.66, 1954. 
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第 1! 表 fh OK ML 

fh 洞 ok 物 ’ e 
Tr, Cr, Bi | @ aR. PSPS eLLS Ack a xls 
OR NE pea 
dt, Ce SRR — SSL (KAS) | 水俣 市 湯 出 大 川 問 
Cr CT RB (BL BEVEL Rk TH RS 
eS AMIE SRR (BRE | yea yee 
Tr, Cr Sai ALS (AS) | 水俣 市 湯 出 
Tr, Cr, Pa, Bi| BANE Megha OF | hae 
Tr, Cr Bee Pes piel AA LE cK 
rr cr Bi | SADE, SAR AMEE | rg 
Tr, Cr EE RR KABHES TA 
Tr, Cr, Bi, Pa | SREEPE APE OA 88 eps 

r: Mem, Cr: クリ スト バル 石 』 Pa: パー ガス 石 Bi: SERS 
金 雲 母 質 黒 雲母 


MW, Oko CHERAB 
( 含 角 図 石 , 普通 輝石 一 紫 
穏 煙 石 安山岩 ) に は 既報 の 
如く 稀 に 直径 10 mm に 達 
する 乳白 色 六 角 板 状 の 美 品 
a7. (Gl), その 他 の 
FEV BUT bE 5 mm 
DEE OSE RIES ¢ 70 TK 
CR 7 ris HEPA IE ZO th K 
WSR E LCR TS 
B oR Tek YE AA A 2 


岩 , IKRTA MD BR AE 
AAR BRUBKLUY 
) YEO MER SRR 
一 角 図 石 安山岩 は 何れ も る 可 成 


鱗片 状 結晶 を 伯 生 し て いる 。 鏡 下 の 観 察 に よれ は ば , 


fe CE AG , ERD 


* STEER 5mm 
六角 板 状 REET, 
SR: ペー ガス ズ 合 


り 多孔 質 の 岩石 で ある が , 


Do 生地 域 産 鱗 答 石 の 光学 的 性 質 は 次 の 如く で ある 。 
a =1.472~1.478, Y= 1.476~1.84, 2V (+) =72°~83° KS 


RT VAAVERUXN—- FAG 


ト バル 石 


2 Sil "0 
PART VA 


球状 : 


それ ら の 品 洞 に 直径 1~2 mm の 
IRM fhe mt DOWD <F 


る め ら れ 


240 it 7 OK KR SB 


クリ スト パル 石 FVAPNVA ERE L TCLIELISRBR EH, それ に つい 
で 多く 産出 する 。 BEDORMMUATBEARS ZRII ARIEL 7) ADS 
ル 右 を 共生 する が , 奉仕 状 の 孔 隙 の 壁面 に は クリ スト バル 大 の み を 単独 に 産出 する 傾向 が 
見 られ る 。 本 人 鉄 物 は 乳 自 色 , 直径 0.1~1.5 mm, 稀 に は 2mm に 達する 八 面 体 の 結晶 を 
示す こと が ある が , 多く は 微小 粒状 で ある 。 本 鉄 物 を よく 産出 する 類 岩 は 第 1 表 に 示し た 
如く , BEE, 中 性 お よび 酸性 岩 に 及ぶ が その うち 酸性 岩 に 非常 に 多い 。 前述 し た 鱗 理 右 
OBATET ZAM A, MATERIA (仁王 木 類 岩 ) 中 に は 直径 2 mm に 
達する クリ スト バル 石 の 美 品 が 認め られ る 。 


Ny, = 1.482~1.486 


GZ ERT VAAVRER-FA AG Re aa 
Hae BELO ARMA 
BMIIO AREA 
BEWA(AS - Silee) 
の 品 洞 に 第 2 図 の ご と き 直 
径 0.3 へ 0.4 mm の 乳白 色 
a の 2 トル 
BOBO られ る こと いであ 
る 。 こ れ は 鱗 班 石 お よび 後 
述 の パー ガス 石 と 共生 する 
が , し ば し ば 前 者 の 結 丁 面 
上 に 着 生 し Beds 2 図 
VOART BN ¢ PED RETRO 
パー ガス 石 に 貫 か れる が 如 
SIMAEAT o HE PICA 
する と , 無色 , PZ, 屋根 瓦 状 又 は モザ イク 状 の 集合 体 で , 複 屈 折 は 微弱 で 1,,=1.484 
~1.488 で 結晶 クリ スト バル 石 に 比 し 僅か に 屈折 率 が 大 で ある 。 
パー ガ 石 KONI 7V ASV EB LU SEE 乃至 金 雲 母 質 黒 雲母 と 伴 
つて 比較 的 酸性 類 岩 の 品 洞 に 産出 する 。 と くに 前 述 の 仁王 木 妖 岩 , 人 吉 ・ 鏡 山 類 岩 の ほ か 
TX RTH A PRCT SPAR, SG A es (VARS 
@) BLURS HAC BIRE RU CRM ST AZLE MBO S (KEE) 中 に 美 品 が 
認め ちら れる (第 1 図 お よび 第 2 図 )。 
直径 0.05~0.2 mm 長き さ 2mm Fizz 3 mm に 達する 微 針 状 の 結晶 で 肉眼 的 に 淡 福 
色 , 黄 礼 色 な いし 褐色 を 時 する が , 一 結 品 体 に お いて それ ぞ れ が 着 生 する 基部 は 里 福 色 で 
先端 部 は 淡色 を 示す こと が ある 。 光学 的 性 質 を 他 地 方 産 の 主 な ペパー ガス 石 の それ と と も に 
示す と 第 2 表 の 如く で ある 。 表 か ら わ か る と お り 本 地域 産 の も の は 熊本 ・ 石神 山 産 の も 
OY と 類似 する が , 箱根 火山 3 お よび 赤城 火山 産 の も の と は 光 軸 角 そ の 他 の 値 を 可 成 


RR RE 


1 BOMY 


1) 松本 幡 郎 , 岩 鉱 , 38, 26, 1954. 
2) 久野 A, 地質 , 47, 347~351, 1940. 
3) 太田 良平 , 地 調 報 , 151, 45, 1952. 
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第 2 表 パー ガス 石 の 光学 的 性 質 
2 3 4 

a 1.632~1 .633 1.628~1.629 1.646 
B | 1.644~ 1.648 | 1.634~1.643 1.688~1.641 1.647 
Y 1.650~1.651 1.652~ 1.654 1.658 
2V(+) 63°~66° 63°~ 64° 71°83° 82°~ 85° 
CN 18°~ 20° 16°~17° 200 
x 帯 淡 黄 福 色 | 帯 黄 福 色 | MK ca | hr YR te 
v 帯 Rt 8/8 FR 4G) 帯 KR BW IM ‘SB 色 
Zz 福 色 | 帯 RR 福 帯 m HR A PKR BE 


1 Bee, RE REARB (Hornblende bearing augite-hypersthene quartz 
dacitic andesite) 

2 石神 山 産 (Hornblende-augite-hypersthene andesite) (松本 幡 郎 よ よ る ). 

3 箱根 火山 産 (Augite-hypersthene andesite) (久野 久 に よる ) 

4 赤城 火山 産 (AHypersthene-augite andesite) (太田 良平 に よ る ) 


り 異 に する 。 これ は 了 恐らく それ ら の 化学 成分 の 差 に 起因 する も の で あろ 3 。 

前 述 の 仁王 木 妖 岩 の 品 洞 に 産 す る る も の で , 第 1 図 お よび 第 2 図 に 見 られ る 如く ペパー ガス 
石 が 球状 クリ スト バル 石 を 賀 く よ う な 現 出 状態 を 示す が , これ を 顕微 鏡 下 に 仔細 に 観察 す 
る と , その 表面 を クリ スト バル 石 が 皮膜 状 に 薄く 被 つ て いる も の が 認め られ る 。 HOTH 
ー ガ ス 石 は 球状 クリ スト バル 石 より る 先 に 上 品 出 し た も の で ある 。 
£2285, 2388225 ARMLKRA Cl 鹿児島 県 大 口 市 山野 に 露出 する Seg 
BB AREA AERBLUE (USES) BLURMOAS - GS, 矢 箋 岳 岩 脈 そ 
の 他 の 品 洞 に 前 述 し た 講 鉄 物 と 伴 な い , Wid ABET Fo 光学 的 性 質 は 8 人 ==1.570 
~1.576, 2V(—)=1°~4°, X 三 淡 褐 色 , Y=Z= BE, これ より 金 圭 母 乃至 金 圭 母 質 
黒雲 母 と 決定 され る 。 

以上 述べ た 品 洞 鉄 物 の 卓 出 は 岩 此 固 結 の 末期 に お いて HERA DO IC 引き 続い て 
行わ れ た も の で ある が , COMMER, 8-VZAB, TVA, SERS 
至 金 圭 母 質 黒 雲母 で あぁ る 。 


ae 察 


肥 薩 火山 区 類 岩 類 に は 全般 的 に 岩石 学 的 並 に 化学 的 に た, <7 TRA OUR TIER 
同化 し た 影響 が 著しく 認め られ る 。 岩石 中 に 多く の 皇 械 加 を 含み , その 周囲 に た 生じ た 品 洞 
や 冠 隙 に は 多量 の 品 洞 鉄 物 が みち られ る 。 又 混 成 作 用 に ょ つて マグ マ 中 に 揮発 性 物質 , 斑 酸 , 
アル カリ 等 に 富ん だ 不 均質 部 が 局部 的 に 生じ , 岩石 が 冷却 固 結 する 際 に 多孔 質 部 や 品 洞 を 
ABU, そこ に これ ら 多 量 の 品 洞 鉄 物 を 生成 し た と 導 え られ る 。 

終り に 臨み 本 稿 を 御 校 関 頂 いた 松本 唯一 博士 お よび 河野 義 礼 教 授 に 深 調 する 。 
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ASN) TRO REGIS - BE /—ST bt (① 


Olivine gabbro, olivine norite in the vicinity of 
Horoman river in Southern Hidaka 
metamorphic zone (I) 


eS st 42 (Hiroshi Asai) * 


Abstract: Olivine gabbro, brown hornblende-olivine gabbro, mela- 
orthopyroxene-olivine gabbro, brown hornblende-olivine gabbro and olivine 
bearing-brown hornblende-clinopyroxene norite, which have the coarse 
idiomorphic or hypidiomorphic granular texture or sometimes have the 
coarse metablastic ophitic texture, occur in micro or medium _ grained 
granular basic rocks which are orthopyroxene-plagioclase-brown hornblende 
amphibolite, glomelo-porphyroblast-orthopyroxene-brown hornblende pla- 
gioclase rock, brown hornblende norite, brown hornblende-clinopyroxene 
norite and olivine porphyroblast-brown hornblende gabbro. 

Judging from the careful observations in the field and under the 
microscope, the writer observes the facts that the phenomena of the con- 
centration and the dispersion of brown hornblende occur in the country 
basic rocks or even in olivine gabbro and olivine norite, and that in these 
rocks the metablastic orthopyroxene or clinopyroxene or even olivine 
crystallize in the place of early crystallized unstable mafic minerals and 
that the phenomena of clouding, cleaning and basification of plagioclase 
occur in these rocks. 

The progressive ultra-metamorphism which originates olivine gabbro 
or olivine norite, happens at the heigher stage of metamorphism in this 
district. 
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El rea Peta) ACER USED UE RVC AUR 72 RH ANT EES So CO AVC RE 
SEM MUSE 7 — 7 4} EMD AB 又は 南側 に よっ つた 部 分 に 分 布 し て いる 。 志 
SORA, 何れ も 変成 岩 , 深成岩 で いわ ゆる 粗 灯 化 の 現象 と 密接 な 関連 の あぁ る 地域 に 
レン ズ 状 或 は 岩 脈 状 に な つて 分 布 し て いる も の で ある 。 LO 諸 岩 石 の 講 性 状 を 記述 し 
= SOBREMA4. HLLMOMMEGHEMBS, 横 要 石 ノー ライ ト は 一 つの 変成 現象 の 

一 環 と し て その 成因 を 療 察 し た 方 が 妥当 で , 変成 現象 と 深成岩 機 の 岩 大 の 形成 と いう 重要 
な 問題 に ー つ の 資料 を 提供 する も の と 考え られ る か ら で あ る 。 記述 に 当 つ て 御 討論 を し 
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て 頂い た 北海 道 大学 再 橋 三 和男, 橋本 誠二 両 先生 , 北海 道 地 下 盗 源 調査 所 斎藤 昌之 氏 を は 
じ め 香 高 変 成 帯 を 直接 , 間接 に 研究 され て いる 講 氏 に 厚く 謀 意 を 申述 べ る 。 NM BAH 
導 , MGS tBW CW SAGAS RAE, 石川 俊夫 両 先 生 に 御礼 申 上 げ る 次 第 で ある 。 
研究 に 使用 し た 一 部 の 経費 は , 文部 省 自 然 料 学研 究 費 交 付 金 , 北海 道 地 下 盗 源 調 査 所 , 
BASE, 北海 道 科学 研究 交付 金 に よ つ た も の で , こ ゝ に 明記 し て 深 基 の 調 意 を 申述 べ る 。 


2. 分 布 ・ 産 状 


上 高 帳 満 川 流域 並び に 基 の 近傍 に は 日 高 変成 帯 南 端 部 の 特徴 と し て 塩基 性 岩 が 大 規模 
に た に 分布 す る 。 そ の 主 な る も の は 1 オビ ピラ ルカ オマ ッ プ 塩基 性 岩 , 2= カ ン ベ ツ 塩基 性 岩 , 
3 パン ケト チキ サッ プ 川 西側 の 帯状 の 塩基 性 岩 で ある 。 1 の 岩 体 は , SROBR RE 
の 密集 地域 で ある が 之 の 中 最も 西側 に よ つ た 覆 瓦 に UAB SS, SURG? -— 74 POS 
分 布 し て いる 。 即ち 1 の 岩 体 の 中 で は オビ ラル カオ マッ プ / 川 下流 と フチ ミ 沢 下流 の 両 河 
川 に 狭 ま れ る 高地 を 中 央 に し て 略 々 南北 叉 は 北 北西 一 南 々 東 に 細長 く 分 布 し て いて , こ 
の 分 布 状 態 は す ビ ラル カオ マッ プ 塩 基 性 岩 類 の 西 叉 は 西南 側 を と りか こむ 黒雲 母 片 麻 岩 , 
BSS HALE LCS. EERE S. B74} DARIN Y 7} 
Ft TIN PROEMABORALTICC, 南限 は フチ ミ 第 二 , 同 第 三 , 同 第 四 支 流 の 上 
流 に 達し て いて オビ ラル カオ マッ プ 塩 基 性 岩 の 西 , 西南 側 を 取 券 く 変成 岩 類 に 接近 する 
(第 †T 図 )。 2 の = カン ベツ 塩基 性 岩 体 の 内 部 で は 何れ る も 径 数 米 叉 は それ 以下 の レッ ズ 状 , 


第 1 図 河川 系 統 図 
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幅 球 状 の 岩 体 と な つて いる 。 3 の 塩基 性 岩 体 の 中 に は 未だ 知ら ちら れ て いな い 。 以上 の 如き 
SHAG ERT UE, BURG I-74 PD UAROMMOMMS, ノー ライ ト と 共 伴 
SFZAARHS. UKM ZAHA MRE - 741 ORB CMO Sit 
SZMEITAM, RHOBSANANRES ARAB AA a, BIA Mei 
BYE et Zee J 71} EC 何れ も AD, MAG, BESO 
PRB BMDOTCWSLERDS. MRAM. MiG 7-74 OME RSE 
OME SRE ALRAA RE & RAE E DOTS IL BHS. 以上 の 岩石 
DM FHS BESHRELET SRS MOO REE Sh eA 
ー ラ イト , BESS, STHAMREASORAIROTW CC. (HN KORRES 
を 包 有 し 黒雲 坪 混 成 岩 と 連続 的 に 移 過す る 。 Zik 黒雲 二 混成 岩 の 湿 成 作 用 に 密接 な 関係 
を も つて 形成 せら れ た も の で ある こと は 既に 詳 述 し た リ 。 

1) eR, HOt, 44,8389, 1960, gk, 44,213 へ 220, 1960 
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第 2 図 MEAS Bie 
石 ノ ー ラ イト の 産 状 


(A)… ペ ン ケ トチ キサ ッ プ 川 支 流 
BOR (上 図 は 平面 図 , 下図 は 
WM). (B) 1 オセ ラル カオ イマ 
ッッ プ 川 の 無名 沢 (L), 2 オビ ラル 
カオ マッ プ (0), 1 崖 鑑 堆積 物 , 
2 段丘 堆積 物 , 3 aR a. 
MBI - 74}, 4 和倉 長石 一 福 
ESRB ¢ AT BS 
A Ras CHRP SARS, 5 細 , 
PiORBBRNAARAS 7u 
2 OPERA A 8 BA 
BSRBS 部 分 的 に オフ イ テ ッ 
THEE RT ANA - 74, 
6ARA-BEANAAHE 4 
FiBA—-ARA— te AW ARA 
B, 7THBER, 87 AYVz—yY 
SYSTFOR EH, SRA eiRKksS 
OAM, MH 9 RYN BT 
BPP LRA ST, P--~ 
ン ケ トチ キサ ッ プ 川 
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tL. BURGE, MEG -—74} OD, =OMRERT. MAMA, ペン ケト チ 
Sty TNBBOROIOS, 同 図 の 西方 ( 図 に は 示し てい ない ) に は , 黒雲 母 片 麻 岩 が 
N30°~40°W, NE40°~60° を 示し , その 東側 に 同 図 の 和合 長石 一 褐色 角 関 石 角 隊 岩 と 倖 
方 交 石 一 斜 長石 片 麻 岩 が 共 伴 し て RRA PRADO CHL, RRA RS L BEDS 
@izeL N80°E, N85° 位 の 片 理 を 示し て 見 掛け 上 黒雲 母 片 麻 岩 の 上 毅 に あり , 更に その 
東側 に 第 2 図 A の 如く 圧 砕 帯 を 隔て て , SRA-BEAHEANE. AAA ARB— 
fa AN AAI Bee 50 SARAARAHMBORIRRIE 7 — VIRB BASES 。 
LOSRA— SEAN ARE ICRO TC,  PROBEANRANREE, BULA HEE 
の グロ メロ 斑 状 変 品 を も つ MAAKASRABSO WROSGAMAT So AU BRE 
fa BUA 7 — 74 DIL この 塊状 岩 の 中 に レン ズ 状 , 或 は 不 規 則 な 形 を 示し て で き て い 
て , BURA DERVE, BU — 7 4} RENO RS LRICSDROM, PHOBEANGN 
RABSRABANRM ROTCVY AROBERT (3 1,2,3), 

次 に 第 2 図 B1 に オビ ラル カオ マッ プ 有 川 の 下流 の 無名 支流 の 産 状 を 示す 。 こ の 支流 に 
AR, BBE? —7 4b MAC AHL, 之 の 中 に 挟ま つて BAITS 
構造 を 示す 細 , PMORGANA—-74), ARA-REANBANESMAASS. 
BURBS, BOE? —7 4} ) Ee ORBAS N50°~90°E, SE80° 双 は 絡 直 で 巾 
数 cm AMOMAAIRRBMARSNS. 挟み と な る 岩石 の うち 細 , PROBE 
ノー ライ ト は , EANAD SEN SBE LOCH 10cm の 褐色 と 灰色 の 締 目 を る も 
DTBYMR N30°~45°E FH, 


K に 第 2 図 B2 yte rary TI PCRS SRR REE, BUG AS 4 
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ト の 産 状 を 示す 。 MOREA HHORBASM EAE HEEELL RK LOBBOEW 
BRDHT 5. HEGRE, BRI 74) 著しく 僚 圧 を 受け て お り , BESS 
石 斜 長石 岩 と の 境界 部 は 丘 砕 帯 と 成 つ て いる 。 BiS#2NB1, 同 図 B2 OF GORE 
Atie BURA —-—74>}OX=, =OMREB3Y 4,5,6, 7c. MAMIS MAE 
石 フ ノー ライ ト 質 の 岩石 で 長い レン ズ 状 (第 3 図 , 4, 5) MR (第 3 図 5), 不 規 則 な 形 で 
一 方 の み 平 面 を も つて 接し て プー ル 状 (第 3 図 7) の 産 状 を 示す 。 細 , PROBEANA 
I-74) RBGS RAE, 標 村石 ノー ライ ト と の 接触 部 は 明 上 剛 で ある 。 BF 
され た 如く 成 つ て いる 細 , 中 粒 岩 は 福 色 角 関 石 浴 少 く な り 監 固 で 族 基 性 斜 長石 , 煙 石 , 林 
村 石 の 斑 状 変 晶 が 部 分 的 に 形成 され て いる 。 LR, 標 村石 北 状 変 唱 の ある 部 分 は 初期 
に 緑 泥 石 比 の 現象 を 観察 する こと が で きる 。 

Fic aE, 横 模 石 ノ ー ラ イト の 岩 体 の 内 部 を 観察 する と , 輝石 類 の モー ド の 
大 小 に よる 緑 黒色 部 と 緑 黒 灰 名 部 の 数 10cm Ot % OMB (4 ¢ 1k NE-SW, -E 
W で S ま た は ざさ に 人 慣 余す る ) を 示し て いる も の 。 2B I-54 PBL Ce 
成 つ て 部 分 的 に 優 白 質 ラ ブラ ドリ タイ ト が 見 られ る も の (第 3 図 8)。 Siiteb ovo 
イト 質 岩 石 が 中 心 部 に あり 周辺 部 が カリ 長石 を 含む 優 白 質 脈 状 岩 (第 3 図 9) と な り , KH 
@oMBE. BIE -—F 4 } OR RE (N40°W, NE40°) に 沿 つ て 観察 され る も の 。 
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1,2, 3 … ペ き ペン ケ トチ キサ ッ プ 西向 沢 GREBOR) OBO, 
4,5,6,7--FEIVHAVTIT I ZFIRPMUMROTE 
ラル カオ マッ プ 下 流 の も の , 1,2, 3 の 細 点 部 は 細 , 中 粒 の グロ 
メロ 閣 状 変 品 谷 方 煙 石 一 褐色 角 図 石 余 長 石 岩 , 4, 5, 6,7 の 細 
点 部 は 細 , 中 尊 の 準 畑 緑 岩 構造 一 窟 色 角 蔽 石 ノ ー ラ イト , 褐色 
EPG MA — 74}, UREA EAN Ae 
We, ハッ FEMI BE RU 91}, 8, A… 
Arpt Rie fi fa MARG) —7 4b. BERRA, 
9, Me bovaoe i }AMRRE, Ao buyotzw4 } Ap 
BEYAs. 10, HRI -7 14} POMMAANAHAD 4 7 
AF» 7S, A AR Bo AAA 
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AMM A MUBTG —5 4 } OMIT cm で 枝 状 に 分 枝 し た 形 を 示す 含 カ リ 長 右 優 白質 
脈 状 岩 。 5 SEARED T 1 Fo THIEDASNS OO (BS 図 10) が 観察 され る 。 
DLEICAORL ees, 標 席 石 ノ ー ラ イト の 分 布 , BRS Z2SOR AME 
A, WROMRARE STS. PHOBEAMRAANRAS, BEANE —71 bo 
形成 され る 条件 が 優勢 に 成 つ て , この 中 に BRMASNKdOTHD, Wd Piswe Cs 
比較 的 西側 に よ ょ つた 覆 瓦 を 形成 する 塩基 性 岩 中 に 存在 する 。 MLC 種々 の 岩 相 に 分 れ て 
いて , カリ 長 右 を 含む 優 白 岩 及 び 誠 基 性 優 和 白岩 を 伴 つ て いる 。 


3. fa Bi 


以上 に 述べ た 分 布 ・ 産 状 を も と に し て , AREER. BURA? -— 71} OFM 
> Niche ML 中 壮族 基 性 益 の 性 状 , BRASS. BURG? -7 14 TOUR, Cite 
ABBE, HUE - 37 4 PIC BR BSAOERICD CERT So 

A SUR QBEBE, BORG 7-37 }ORBRIZICES MM, PIER RORK 

1 SASSER BOADEAMA ABET HORV PAO A CHIE ALE 
St, 標 森 石 ノー ライ ト に 直接 に 接する も る の が 少 い 。 片 状 構造 が 著しい 。 神 色 角 関 石 (62.4 
96), SHEA (31.496), BARA, ATG (3.296), 磁 硫 鉄鉱 , Rei, 72 774 | 
(3.096) より 成る 。 

褐色 角 関 石 : 交 … 灰 福 色 , Y… 福 色 , Zee, c 人 ZZ…18°, (一 )2V.…82?, 85° を 
示す 。n。…1.665~1.672 で その 内 部 に 著しく 不透明 鉄 物 を 包 有 する 。 肝 長 石 : KUO 
状 変 唱 斜 長石 は Anss, Anz, Ans, aL AWORRAHE Als Anz, Angg, Ang, Atgs, 
ANgy を 示す 。 い づれ る も 海 染 され 更に 新鮮 化し 包 有 鉱物 が 郊 状 化す る 儲 向 が ある 。 紹 方 
知る は ん eReeerRee, Zetavs (—)2V-08) 60 (64 772.0 uF 
-1,692~1.710, BOWER > XK, VRE, 2 BROKE. cAZ--37°, (+) 
2V..-56°, n。…1.690, Salt, SRA BEAM AK Bes N CHAMEL TOHH 
DEM ABREETSIORSS. BSA —ARIC BAAN AA 消 散 し て その 部 
BIER ANZHRRBAW. 単 斜 交 石 の 内 部 に は 尊 状 化し て 再 結晶 し た 補色 角 尊 石 が 朗 
め ら れる 。 Beige, RH, 7a 74) : ANDAR CHLAT ZARB RICE SeT 
る 傾向 が ある 。 

2 黒 土 母 一 石英 一 鋼 方 煙 石 一 斜 長 石 片 麻 中 1 の 岩 右 と 共存 し プー ル 状 に な つて い 
る か 又は 部 分 的 な 貫 状 構 造 を つく つて いる 。 告 長 石 (32.8%) , SEA (21.29), 石英 
(7.896), FASE (10.496), 磁 硫 鉄 鉄 , HPRGK, 7 =z 774 b (7.89%) LOMS. AEA: 
Anss, ANgg, ANys, Ags, ANs:, Ans, a8 L#RHEL CHERMAE APOC AZ, MS 
RADEVINMMERN ONS. SAMA: KY, ZELLER, WRG, (-)2V 
97°, 65°, Ng 1.715, 多数 の 粒状 化し た 黒雲 母 』 AEMRKMEAStTS. GR: プー 
ル 状 に 成 つ て 分 布 し 眼球 状 構造 を つく る 。 黒雲 母 : 六 … 淡 黄色 , Y = 乙 … 赤 窟 色 , Y… 
1.630, 鱗片 状 , 或 は 壮 状 化し た も の が 多く 余 長 石 , 斜 方 交 石 に 包 有 きれ る 。 磁 硫 鉄鉱 , 
黄銅 鉄 , フェ ライ ィ イト: 他 の 人 造 岩 鉄 物 に 包 有 され る か MiAKSLEBRMMRARR Er 
DizeMaree CCW る 

3 FABAOTOXOMRERESOBEANENEAE KAKO A CA 
BEAN GCE L CHET So BAA (43.696), BE PSBI (37.896), SHEA (15.096), 
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BERR, 72 574} (1.99), BRR, AR (0.9%), GVEG (0.8%) LOM. MH 
HEAD 7 U2 UPR, NRADMERERMERT SZ, 基質 と な る 部 分 は , 半 自 形 小 
粒 の 和 斜 長石 , SABA, 福 色 角 関 石 の 互 に か み 合 つた RVY7 = VAREL ETS. AW 
長石 : MREGARALYS USL (BL 基質 の 斜 方 交 石 、 褐色 角 関 石 , 不透明 久 物 
の 粒状 化 し た も の を CHL FS RROSAHA, BAMA. SARASEMOTWS 
Anss, An4o, Atgg, を 示し て いる 。 基質 に ある 小型 の 斜 長石 Any, Any, FRU RIC 
HORM BEANE, 72 94+}FMRTS, Wem: X wee, Y 
… 褐 色 , Z--- BR, cAZ---18°~ 22°, (-)2V-- 84°~ 88°, n, --1.667~ 1.670, SANE 
A: Fas OPERA ROMANE L BHDO—-BEDC OTH SRARIEL HBO 
SHMERBYO SNS. X,Y, 2Z… 殆 ど 無 色 , (—)2V- 52°, 65°, 69° で n。…1.693 を 
示す 。 又 緑 泥 石 を 伴う も の が あり これ を 切 つ て 剣 方 交 石 が 生成 され る 。 又 福 色 角 図 石 を 
切る か その 中 に 包み こん で 生成 され て いて 最後 期 に 黒雲 母 で 送 に 切ら れ て いる (第 4 図 ) 。 


第 4 図 7FurupPre BRAD -—B 
BAN EREE SD SHEG 
の 性 状 


CH UBH 
BRAM... 4/8006 
PL RUB 


この よう な こと は 明らか に 7a rk OPRAROMMANA Hal, BARNADEEL 
た 部 分 に 緑 泥 石化 作用 が 部 分 的 に お こり FICATHES BUNCE ON bOLBSR 
2n4. (SEAMED DGORIEAILIZEZAKE PCABSNSG.) 之 の 様 な 部 分 は 後期 
の 黒雲 母 が 斑 状 変 品 斜 方 煙 石 を 切断 し て いる こと は 注目 せら れる 。 又 之 の 様 な 部 分 は 一 
般 に 福 色 角 関 石 が 濃 集 し て いる 。 磁 硫 鉄 鉄 . フェ ライ ト : 比較 的 に 分 散 し て 分 布 す る が 
特に 褐色 角 関 石 の 緑 泥 石化 し た 部 分 に 鹿 状 に な つて 集 つ て いる 。 ARUBA: BERRA ToBI 
や > 濃い 青み を 帯び た 緑色 で 磁 硫 鉄 鉄 , フェ ライ ト が 坦 色 角 図 石 の 緑 泥 石化 する 際 に 残 
vb , SPAS > CHL CWS. 以上 の 如き 観察 か ら BEAN GR VY 7 = VAD 
様 な 農 石 が で き 結 長石 玖 状 変 品 が 出来 て , 一 方 で は MOMICHBAAN AORIEAIEA b 
り , そこ に 多く は グロ メロ 斑 状 変 卓 の 和 斜 方 煙 石 が 形成 され , 続い て 黒 圭 母 が 品 出 し た も 
の と 者 察 さ れる 。 磁 硫 鉄 鉄 , フェ ライ ト は 鉄 苦 土 斑 酸 塩 鉱 物 の 消長 と 密接 に 関連 し て 形 
成 さ れ た も の で ある 。 

4 溢 輝 緑 紅 構 造 を 部 分 的 に も つ 礼 色 角 阿 石 ノ ー ラ イト , 同 含 黒土 母 一 褐色 角 関 石 ノ 
ー ラ イト OKA PRI MRO HERE 又は 稚 長 石 の クロ スー クリ ス 構 造 を 
Rt RB G~ HEED BACH RAD G7 2 UPERARO MBA MAAN ABS ir 
Z. BBP, MERI —7 14 TORKCPRAKHORAL ROTC SRACH So WE 
iL AGB (34.496), PAIRS (30.496), BRA (29.896), BRM 72 74+, 福 
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Gk (4.596), HAVE (0.995) ょ より 成り , 後者 は 斜 長石 (49.196) , ATHRA (42.396), 磁 
硫 鉄 鉄 , フェ ライ ト , BGK (3.4%), BERN (2.5%), 黒雲 母 (1.7 %), 緑 泥 石 
(1.0%) EURZ. MHONAMAIE KY, ZL ARE, (—)2V---60°, 65°, 68° 
を 示す 。 Dg 1.713 CHBARELART SEAT AF TREERL OS. 部 分 的 
に 尊 状 化し た 神 色 角 関 石 , フェ ライ ト を 包み こむ 。 G7 IA OPMRBELET SADE 
石 は 新鮮 で 明らか に 緑 泥 石 を 包み こん で いる 。 BHONAMA, X,Y, 有 Z… ほとん さ ど 
無色 , (--)2V---68°, 69°,72° で n。…1.698 RT, BEANE: 前 者 で は X RA, 
Yt, Z-- YR, cAZ---20°, (—)2V---80°~85°, n。…1.666~1.671 FAL TH 
Bo MAMBAO MMORLL TEAL ENS VOUSS. 後者 で は ※… 淡 黄色 , YR 
褐色 , Z--*Bf, cAZ--17°, (—)2V.-84°~86° EAT. Nd BEBAABFREL 
7220, SAMAR T SME SOTOS. MRA: MBC Ang, Anzy, Angg, 

Anes, ANy, AN, Ans CHB Cre An,,, Anzg, Ang, Ags, ADip ATO MG 
と る も 何れ も 著しく 汚染 し 更に 新鮮 化し BAEOARACMOWS. KLIOARAE 
と つて も その 成分 の 分 布 は 極め て 不 規則 で ある 。 PEW, 72 74>, 福 鉄 鉄 : eer 
状 で その 分 布 は 現在 見 られ る 福 色 角 図 石 , 和信 方 交 石 の 分 布 と 無関係 で ある 。 HIE: RK 
緑色 で 粉 状 に 分 布 す る 磁 硫 鉄 鉄 フェライト, 宰 鉄 鉄 と 共 伴 し て 後期 に 形成 され た も の 
と 令 方 交 石 の 形成 前 に 形成 され て いる も の と が あぁ ある 。 BEE: ROALD) hia Ch 
る 。 


青森 県 尾崎 鉱山 産 重 唱 石 の 格子 恒 数 


Lattice constant of barite from Ozaki mine, 
Aomori Prefecture 


KR gk JES (Ketchi* Onion)* 


1. 序 
青森 県 南津軽 郡 平 賀 町 尾崎 久 山 を 三井 金属 鉄 業 の 山本 謙 吉 氏 が 最近 調査 中 , BAD 
美しい 結晶 を 多数 採集 され , この 一 部 を 筆者 に 提示 され た 。 これ ら の 結 品 は 品 洞 内 に 産 
し , 多く は 粘土 で 表面 が 被 わ れ て いる た め , 結晶 面 の 保存 が 良く , 単 結晶 の 大 き な も の 
は 径 Scm に 達し , 何れ る 無色 透明 で , 共生 鉱物 に は 関 亜鉛 鉄 ) 方 銘 鉱 等 が 見 られ る 。 


2. 結 唱 形 


結晶 は 一 般 に (001) に 板 状 を 呈し, c (001), m(210), o (011) WHML TS, LW 
これ ら の 単 結 晶 が 第 1 図 に 示し た 様 に 平行 連 品 を する 場合 も あり , この 他 に d (102), b 
(010) な ども 認め られ る 。 


*) 東北 大 学 理学 部 岩石 鉄 物 鉄 床 学 教室 
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3. 格 F 昼 数 


次 に 結晶 の 一 部 を 粉末 に し て Geigerflex で X 線 粉 末 廻 折 曲 線 を 作 針 し た 。X 線 源 に 
it FeKa (フイ ポア ター Mn), BE 30 kV 電流 SmA を 使用 し た 。 この 結果 入れ 
た 各 曲 線 に つい て 網 面 間隔 @ (A) を 求め , 叉 綱 面 指導 を 付け る と 第 1 表 の 様 に な る 。 こ 
の うち , 比較 強度 (I/Io) の 強い 4 つの 線 002, 210, 211 及び 020 より, 単位 格子 恒 
数 と 軸 率 を 求め る と , 


d= 926 A = oC = 154 
dy 2 04 8 Co—1.637 3 1 L312 
と な り , この 格子 恒 数 か ら 計 算 し た Q(cale)) を , 実測 値 の @ か ら 算 出し た Q(obs. ) 
と 比較 する と , 第 1 表 の 様 に 比較 的 良く 一 致し て いる 。 


第 1 」 表 
d(A) | I/Ip | hkl Q (obs) Q (calc) 
4.336 7 | 011 0.053 0.053 
3.906 5 | 111 0.066 0.066 
3.577 48 002 0.078 0.078 
3.439 100 210 | 0.085 0.084 
3.320 | 10 | 102 | 0.091 0.091 
3.099 18 211 | 0.104 0.103 
2.830 7 | 112 | 0.125 0.124 
2.726 | il | 020 | 0.135 0.135 
2.118 10 113 | 0.223 Ong22 
2.103 11 401 | 0.226 0.220 
1.789 7 | 004 | 0.313 0.313 
1.761 | 6 | 313 | 0.322 0.322 
1.673 6 114 | 0.357 0.359 


Mb DSA G(calc)=4.45 は 実測 値 G°—4.41 より や > 大き い が , これ は 大 き 
な 結 品 (BX 79.38 gr) を 用 いて 測定 し た た め に , 結 品 の 隙間 に 付着 し た 気泡 を 完全 に 
追い 出す こと が 困難 で ぁ つ た こと に 基 ず くも の と 思わ れる 。 本 産地 の 重 品 石 に つい て は 
記載 が 見 られ な い の で , こ ゝ に 簡単 に この よう な 重 品 石 が 産出 し た こと を 記し お く 。 


終 に 臨み , この 重 品 石 の 結 品 を 示さ れ た 山本 謙 吉 氏 に 謝意 を 表す る 。 高 この 研究 費 の 
一 者 に は 文部 省 科 学研 究 費 が あて られ た 。 


1) Internationale Tabellen zur Bestimmung von Kristallstrukturen, Bd. 
2,454, 1935. 
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三吉 , AB, 鐘 打 鉱山 産 鍋 石 の 結晶 形 と 格子 恒 数 


Crystal forms and lattice constants of cassiterites 
from Miyoshi, Otani and Kaneuchi mines 


芦 田 佐 吉 (Sakichi Ashida)* 


Abstract: Miyoshi mine, Okayama Prefecture, Otani and Kaneuchi 
mine, Kyoto Prefecture are pneumatolitic tungsten deposits, in where 
cassiterite are found in quartz vein associated with wolframite, scheelite 
and arsenopyrite. Single crystals of casisterite from Miyoshi mine consist 
of s(111), e(101), a(100) and m(110), and (101) and ninelings twinning are 
also found. Prismatic crystals of cassiterite from Otani and Kaneuchi 
mine are s(111), z(231), sometimes e(101) and narrow prismatic faces of 
h(120) to h(210), and (101) twinning are found. Unit cell constant of 
cassiterite from Miyoshi mine is ay 4.7404, Cp 3.185, Otani mine is Ay 4.739 A, 
co 3.186 and Kaneuchi mine is dy 4.739 A, cy 3.186. 


1. #€ 言 


GALANT TIA), RAGES, 接 熊 鉱床 等 に 普通 に 産出 する 鉱物 で ある 。 筆者 は 三吉 , 
大 谷 及 び 氏 打 の 三 鉄 山 に お いて 伯 石 の 産 状 を 調査 し , これ ら の 結 品 を 控 集 する こと が 出来 
た の で , ここ に これ ら 産 状 の 特 役 と 結 是 形 及 び X 線 的 性 損 に つい て 述べ る こと に する 。 


2. 産 状 


三吉 鉄山 は 岡山 県 倉敷 市 西 坂 原 津 に あり , 人 誰 敷 駅 北方 約 4km に あたる 。 数 年 前 に 岡山 
大 学 逸 見 助 才 授 に ょ つて 克 鋼 ウラ ン 石 !) が 発見 され 有名 に な つた 鉄山 で ある 。 AGKPNIE 
古 生 層 及び それ を 貫く 黒 圭 母 花 険 岩 中 に 分 布 す る グラ イ ゼ ン を 伴 な う 3 石英 脈 中 に 産 し , こ 
の 鉱脈 は 主として NS~N 30°W の 走向 及び 50~80°NE OFM FHS, 市 は 10~50 
cm で ある 。 HPALRVYAIYVEA, MALRRL SRORMR, Moki, PSE, 
mA, 黄 玉 等 と 共生 し , lcm LPOREOMRRE UTHHTS. 

大 谷 鉄山 は 京都 府 亀 岡市 鹿谷 に あり , OAs 両 雲 甘 花 賠 岩 と 古 生 層 の 触 接 部 附近 の 花 
賠 岩 体 中 に 分 布 す る 器 い グ ライ ゼン を 伴 な う 石 英 脈 中 に 産 す る 。 SKMisHE LT N20~ 
SO°E の 走向 及び 60~80°NW OGM eHS, lk 20~50cm で , 時 に 1.5m に 達 す 
る こと も ある 。 PAL KAA, TRG, BGK, PGK RAL, 時 に は 黄銅 鉄 中 
に 見 出さ れる 場合 も ある が , 一 般 に 鉛 石 の 量 は 多く な い 。 結 品 は 長 さ lcm, 店 2~5mm 
DERE BT So 


*) 東北 大 学 理 学部 岩石 鉄 物 鉄 床 学 教 宣 
1) eR ZB, Bhi, 2, 182~186, 1955. 
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氏 打 鉄山 は 京都 府 船 井 郡 和 知 町 安 栖 時 に あり , 和 知 駅 南西 直線 距離 2.5km に あたる 。 
稼 行 中 の 石英 脈 は 古 生 層 中 に NSYN30°E の 走向 及び 40~70°SE の 傾 八 を 持つ て い 
る 。 本 鉄 床 の 録 石 を 産 す る 鉄 脈 は SLLC TH, AB, 金比羅 脈 で , 鍋 石 を 産出 し な い 
陽明 , EX, 同心 の 各 脈 より も 少し お く て 出来 た も の と 思わ れる 。 共生 会 物 は 灰 重石 , 
PURLBR, 少量 の 鉄 マ ン ガ ン 重 石 , BM, MRK, ERBSCHS. HAE lcm 以 
内 の 結 品 で ある が , 時 に 3cm に 達する も の も ある 。 


3. 結 & 形 


PALEARA TERR (4/m, 2/m, 2/m) に 属し , 色 は 肉眼 的 に 黒色 乃至 褐色 , 
BIBI SEH CG, 硬度 は 6.5 で ある 。 

三吉 鉄山 産 の 録 石 は 比較 的 簡単 な 形 を 量 し , 鑑 面 S(111), e(101) と 柱 面 a(100), m 
(110) ょ より 成る 。 一 般 に (101) 双 品 が 多く , 泌 連 双 上 唱 る 見 られ る 。 

ABEL CIGRiBMERU (101) MRL CHATS. Maco S111) と 
z(231) が 見 られ , 時 に e(101) LRHMANS, RICHANCLSRORERS YD, 測 角 に 
際 し て は h(120) と h(210) 問 に 運 続 反射 が 現われ る 。 

SFTP NOGA s(111), z(231) 及び 柱 面 か ら 成 る が , 時 に e(101) が 見 出さ 
0 と も ある 。 2 (231) は s (11 0) まり の ポ る く , XR C31) £ B21) LRSREAL 
大 き さ で な く , 時 に 条 線 が 発達 する 場合 も ある 。 柱 面 で は 大 谷 鉄山 産 の も の と 同様 に , 
h (120) と h (210) 間 の 連続 反射 が 認め られ る 。 一般 に 氏 打 鉱山 の 鍋 石 の 品 癖 は 大 谷 鉱 
山 の そ れ と ょ よく 似 て いる 。 

これ ら 三 鉱山 産 鍋 石 の ステ レオ 投影 を 第 1 図 に , 叉 結晶 図 を 第 2 図 に 掲げ る 。 次 に 
Goldschmidt の 複 円 測 角 器 に 依 つ て 測 角 し た 結果 を 第 1 表 に 示す 。 こ の 結果 は Gold- 
schmidt の 角度 表 ! と よく 一 致し て いる 。 第 1 表 に 掲げ た sz 及び e の 測 角 値 か ら 算 
出し た 角 石 の 軸 率 は 


第 1 図 
Dee a ery < = 
/ \ B* ~ ve ~ = 
a es ve ; \ Be 
ioe \ と as ee A x 
so \ / | \ \ \ 
/ alt | | ‘ 
ai enon A 
{ \ 


=e Shilieeea AA, GETS 


1) Goldschmidt, Kristallographische Winkeltabellen 375, 1897. 


Blix YF 石 の 測 A R 


a 


= ee K 谷 a 打 ay REIS 
hkl p 2p Pp Pp D Pp p P 
111 )43°387 45°007|43°31/ 45°00’ |43°34’ 45°00’ |43°33.5/ 45°00’ 
1T1 |43 32 134 49 |43 31 135 11 |43 48 134 16] «7 135 00 
S | YI1 |43 20 |—134 40 /43 31 |— 134 48 /43 30 |— 134 16] 7 Ee 135100 
T11 43 35 |= 45 25 143 29|— 44 50 43 34{— 44 49 7 =, 45400 
231 67 33 34 45 |87 26 36 57 |67 33 33 41 
321 67 15 56 49 |67 20 isfy fois) ” 56 19 
321 67 15 123 13 |67 38 123 25 FF 123 41 
231 67 45 148 36 |67 26 146 30] ~» 146 19 
25511) sam | C2 NA 5 0u 67 27 OS — 146 19 
321 67 42 |= 199) 47. \68 23 |= 12301 ” = HOR 21 
321 67) 43 |= 55°47 167° 26) |= 50°55) a7 = Gu) 
2, | 0 67. 39) |= 83 461/67, 245 888 OE = "83 41 
011 134 15 0 07 (34 14 0 07 (33 46|j— O 12 (33 54 0 00 
101 133 57 90 05 |33 56 89 51 133 42 89 48 | 2 90 00 
il @iby (SS Gil 179 43 |33 48 |— 179 52 |34 10 179 50] ~» 180 00 
101 |34 06 |— 89 45 |34 16 |— 89 45 [34 10 |— 89 52| » |— 90 00 
O10 |89 58 0 03 89 57 0 56 |90 00 0 00 
100 I89 45 89 55 89 58 90 08| » 90 00 
A010. 190) 05) ==) 179: 481) enn dl en SOO. ae teeta 180 00 
100 |90 01 |— 90 06 89 50 |—89 37 % |— 90 00 
120 ~~ (89 43 26 25 189 43 27 00 |90 00 26 34 
210 89 56 62 42 |89 44 62 51 7 63 26 
210 90 07 116 58 |90 02 115 30 in 116 34 
| 120 90 02 153 25 |89 51 153 53 | » 153 26 
120 Tom | 190.00 |= 158; 32.,\80r 47a 53,51 ” — 153 26 
210 90 O01 |— 116 11 |89 55 |— 116 12] 7 ~ 116 34 
210 I90 00 |— + 63 21 190 03 |— 62 38] -»w — 63 26 
120 89 59 |— 26 13 |89 58 |— 27 07 ” = 26) 34 
230 89 54 34 25 |90 00 33 41 
320 89 46 55 58 |» 56 19 
320 90 00 123 30 7 123 41 
, | 230 90 04 146 12 rs 146 19 
230 ~ (90 06 |- 146 37] » — 146 19 
320 89 57 |— 123 05 ” = oor 
320 90 06 |— 56 27 i a) 
230 89 58 |— 3408] » = 33) 41 
570 89 58 35 38 |90 00 35 32 
750 89 40 54 39 7 54 28 
750 90 04 125 09 it 125 32 
570 90 02 144 05 | » | 144 28 
I? 570 89 56 |— 144 32 F = 144098 
750 8) By = WOR 251 i |= 125 32 
750 89 59|- 54 06 n = 5498 
570 89 59 |— 35 29 7 = ee 
340 89 55 37 03 90 00 36 52 
430 89 57 58 12 it 53 08 
430 90 12 126 48 f 126 52 
k 340 ie is) 90 04 142 50 ” 143 08 
340 SON OR || == EG eS || = ag i — 148 08 
430 90 03 |— 125 41 2 — 125 32 
430 89 58 |— 52 56 7 = W3408 
340 89 57 |— 36 42 t = 86 52 
110 (90 Ot 44 45 |89 58 45 24 90 58 45 15 |90 00 45 00 
a 110 |89 49 135 02 |90 05 134 53 190 03 135 20 & 135 00 
JI0 |90 00 |— 135 18 |90 O1 |— 135 15 |89 59 |— 134 48] » Sw 1Sh5n00 
J10 |89 53 |— 45 04 |90 59 |— 45 08 [90 55 |— 45 35 7 2500 


* 計算 値 は Goldschmibt, Kristallographische Winkeltabellen に よる 。 


a OO He 253 


| 
| 


SFRAUEGA KEE BGA Bi pea 
= = K #& ga fT. 
c=0.6723 c=0.6722 c=0.6720 
で Dana?) の 軸 率 c=—0.6723 と よく 一 致し て いる 。 
“OK Gel SB es 


ARMOMA & Fv» TC, Geigerflex で XUHAATH ARE PER Lio COREL 3 
図 の 如く で ある 。 BRAG WEE Cu, フィ ルター Ni, BE 30kv, 電流 10 mA, 
scanning speed 1°, Chert speed 2cm/min., scale factor 16, multiplier J, time 
constant 2%, divergence slit 1°, scatter slite 1°, receiving slit 0.2mm で ある ? 

これ ょ り 網 面 間隔 を 求め , Bic Q (obs) を 計算 し た 。 次 に 全 指 数 の d よ り 格 子 恒 数 を 
RY, この 値 よ り Q (calc.) を 算出 し た 。 こ れ ら の 結果 を 比較 し て 第 2 RIT So ih 

第 3 図 三吉 , 大 谷 , 氏 打 久 山 産 鍋 石 の X Ree 
(a) = #F (b) K (c) ge 打 
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2) Palache,C., Berman, H., and Frondel, C., Dana’s System of Minera- 
logy. 1, 574, 1944. 
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ここ に 用 いた FH Vegard) の 指 激 の hkl を 何れ も 1/2 し た も の で ある 。 それは 
Vegard の 得 た 格子 恒 数 do=9.45A, Co=6.36 DINERS CWS MFI a) =4.72 
A, co=3.17 D2 CHEB CHS. 

これ ら 三 鉄山 の 鈴 石 の 格子 恒 数 は 


= 大 # i HT 
a 4.740A 4.7394 4.739A 
go 3.185 3.186 3.186 
Co/4) 0.672 0.672 0.672 


で , 何れ も Dana? に 記載 され た 値 =4.72A, cg=3.17 と 良く 一 致し て いる 。 叉 この 
軸 率 は 上 記 の 複 円 測 角 加 で 得 た 軸 率 と も 良く 一 致し て いる 。 
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地殻 構造 の 資料 か ら 推 察 さ れる 玄武 内 敵 の 本 源 


Some reasoning on the origin of basaltic magmas based 
on the data of crustal structure 


ee 田 53 (Isamu Shibata) 


HEROS + HDRES + WHE +» RUYSOR HHS < earth model は 従来 多く の 
学者 に よ つ て 提示 され て いる が が , 大 局 的 な 点 で は 何れ も AMHBRDOVDOLEZI 3. HF 
し , 地球 の 上 層 部 即ち 地 毅 並び に その 下 の 底 層 帯 に わた る 箇 囲 の 構造 に つい て は , 最近 
各 分 野 に お ける 資料 の 増加 に 伴い 謙次 改 泰 され つつ あぁ ある 。 

と ころ で , この よう な 地殻 の 構造 は 地震 波 の 観測 に 基づく , いわ ゆる 地震 学 的 地 吉 構造 
(seismic crustal structure) に よ つ て 既に その 概要 が 判明 し て お り , Mohorovicic 不運 
続 面 か ら 上 の 地殻 層 に つい て は , 地質 学 的 並び に 実験 岩石 学 的 容 料 か ら , TORR 
程度 論 定 され て いる の で ある 。 

HL, M 不 連 続 面 か ちら 下 の 部 分 に つい て は 現在 な お 一 致し た 推論 が 無く , 研究 者 に よ 
つて その 見 解 が 色々 で ある 。 そし て その 主 な 相 異 は , M 不 連 続 面 を 岩石 の 組成 的 境界 と 
みる か , 或いは 岩 相 的 境界 と 考え る か で あつ て , M 面 上 に 広汎 に 存在 する “ 蓋 毅 的 ” 地 
BBN LES (玄武 岩 質 或 い は 斑 炉 岩 質 ) が 主体 と され て いる が , MBL OFOR 


)) Vegard,L., Plil. Mag., 1, 1171, 1926. 
2) Palache, C., Berman, H., and Frondel,C., Dana’s System of Minera- 


logy, 1, 574, 1944. 
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分 に つい て は , 前 の 見 方 で は 超 基 性 岩 (MRA Ris dunite 質 ) と し , 後 の 見 方 で は 
高圧 下 に お ける 基 性 岩 質 秦 成 岩 即 も eclogite に 類する も の で ある と し て いる 。 

そこ で , 前 の 見 解 は 現在 一 般 に 考え られ て いる も の で ある が , 後 の 見 解 は 眉 に Gold- 
schmidt), Daly?) な ど に よ つ て 示さ れ て お り , 最近 再び 注意 され る に 至 つ た も の で あ 
る 。 こ れ ら の 仮説 は 地震 波 の 速度 や 密度 の 点 に 関し て は 何れ も 大 体 適 合 し た も の と 言え 
る が , MHOTABERMESD 6 ONC) femic な 深部 に 移 過 する と いう 考え は , 次 
に 益 げ る よう な 各 方 面 の 事実 に 対し て 好都合 で な く , むし ろ eclogite 説 の 方 が その 説明 
に 好都合 の よう で あぁ ある 。 

1. SRB ORB COUT Lovering が 量 的 に 研究 し た 結果 に よる と 9, BADRRKKO 
silicate mantle は その 約 6098 が 玄武 岩 質 組 成 の も の と 推 漠 さ れ , 従 つ て 地球 mantle 
の 上 層 部 る 相当 の 範囲 が 同様 の 組成 の も の で ある と 考え て 然るべき で ある 。 

2. 近似 し た 組成 の 玄武 岩 類 が space and time に 広汎 に 現 出 する こと 。 MHOFAS 
すべ て 超 基 性 岩 で ある と する と , 現在 の 推測 で は 少く と も 200km 以上 の 深度 で な いと 
類 融 温度 に 到達 し な いこ と に な る が , その ょ うな 深部 で は , 深 発 地震 の あぁ る こと か らし 
て 多少 歪 力 の release され る よう な 状態 人 が 存在 する と し て る も, ARORA UE LER 
られ る 局部 的 減圧 を 生ずる よう な 機構 は 想像 し に くい し , また その 上 の “weak zone” 
或いは “asthenosphere” (地震 波 の 資料 か ら , いわ ゆる 低速 度 帯 と し て 知ら れ て いる , 
-80km 一 150km 位 の 箇 囲 の 剛性 率 の 低下 し た 部 分 (低速 度 帯 ) が で , これ より 上 を 地 穀 
と し て 取扱 うべ きも の と 思う ) を 通し て 地殻 上 層 部 に 達する 裂 銀 を 生ずる こと る も 考 ぞ に 
Wo 一 方 , RES ORRAANC KSA KRBRAROA MS 理論 的 に 可能 な こと で ある 
が , 上 記 の 深度 に お ける 直 基 性 岩 (推定 され る 密度 は 4.0 位 で , 高圧 下 の dunite も る し 
く は 一 層 femic な 組成 の も の ) か ら , この よう な 過 利 で 近似 し た 組成 の 英 大 量 の 玄武 岩 
紅 が 広汎 に 発生 する と いう 考え に は 相当 無理 が ある よう に 思わ れる 。 

これ に 対し , M 面 と "weak zone” (地殻 に 対し て 旗 層 帯 と も 称す る ) と の 間 に 相 当 広 
範囲 の 変成 基 性 岩 帯 (eclogite 質 帯 ) が ある と 考え る と , 内 因 力 に 基づく 地 吉 運動 で この 
部 分 に 局部 的 な 増 温 と 減圧 が 起 る と , 族 層 対流 な どの 力 に よる 地殻 の 沈 曲 又は 膨 隆 に 侍 
う 張 力 の た め の 減 圧 効果 と , MRDVRAVEM 叉 は 上 昇 底層 対流 の 影響 に よる 増 温 , そこ 
VOD AYR AS EOC 去 武 岩 紅 を 生じ , これ が 地殻 の 列 圧 を 通し て MHA Tr EBX 
られ る 8)。 こ の よう な 説 に よる と , 玄武 岩 類 の 広汎 な 出現 と ほ ゞ 一 定 し た 組成 に 対す る 説 
上 明 が 前 説 に 比べ て 道 か に 容易 で あり , また “weak zone” に 相当 する 深度 に 震源 を る も つ 
地震 帯 と 活 火 山 帯 と が 近く 相 伴 つて いる 事実 な ども か ゝ る 想定 を 支持 し て いる よう で 


1) Daly, R. A., Igneous rocks and the depths of the earth, 178, 1933. 

2) Goldschmidt, V. M., Der Stoffwechsel der Erde. Vidensk Selsk. 
Skrifter, Kristiania, No. 11, 1922. 

3) Lovering. J.F., Trans. Amer. Geophy. Union, 39, 947~955, 1958. 

4) Gutenberg, B., Internal Constitution of the Earth, 410~412, 1951.; 
Takeuchi, H., Press, F., Kobayashi, N., Bull. Seismol. Soc. Amer., 49, 355 
~364, 1959. 

5) 柴田 勇 , HUGRPLUS LZ AWBRLEAED ALA L HRAEO TERRA (印刷 中 ), 
1960. 
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ある 。 
人 造 構 地 帯 に 多い 構造 地震 は 主として “weak zone” £) LOMRMOMACE 
源 を 有する も の で ある が , これ る も 地 吉 深部 の 岩 此 化 に 伴う 上 部 地殻 の 歪 力 に よ 
つて 起 る こと が 考え られ る リリ 。 そ し て , 多く の 島 弧 帯 に 見 られ る よう に , この よ 
うな 地震 帯 の 位置 は 大 山 帯 の 外側 に な る らし い 。 

3. MAREE SP Cs, 深度 に 伴う 地震 波 速 度 (Vp) OM MRD CHIE CAR 
—80km level まで は 殆 ん ど 8km/sec 人 馬 に と ゞ まつ て いる が , も し M 面 以下 が 全部 超 
基 性 岩 で あつ た な ら ば , 深部 の 変成 想 で は , 温度 の 増加 を 加味 し て も , Vp は も 3 う 少し 
大 き な 値 に な ら な く て は な る まい 。 

4. Sial 質 地 殻 層 を 殆 ん ど 欠 く 大 洋 域 に お いて る も , FIL CABO RHR LAE 
の heat flow が 認め られ て いる 2 。 こ れ は MM 不 達 続 面 の 下 が す べ て 超 基 性 岩 (放射 性 発 
ARIA aOR 1/50) で あぁ つて は 説明 困難 で , や は り 相 当 の 範囲 に 豆 り 玄武 岩 質 組 成 
の 部 分 が 在 る と 壮 えた 方 が 好都合 で ある 。 

大 洋 域 の heat flow が 存外 に 大 きい 事 は , 次 に 述べ る よう に , MAPK 
仁 囲 の 超 基 性 岩 帯 を 想定 する と き , COMDOMRBER や ゝ 高い こと で 一 部 
の 説明 が で きる が , その 下 に 姿 成 基 性 岩 帯 が 在 る と し て も, BIRO “weak 
zone” に 高温 の 上 昇 対流 の よう な も の が ある こと を 想像 する 必要 が ある 。 

GL, MM 不 連 続 面 の 深度 が 僅 々 10km 内 外 で ある 大 洋 域 に お いて は , 約 8km/sec の 
Vp +474 MBA POMBE, Adams?) な どの 次 料 か ら 推 察し て , 変成 性 岩 と 閉 
える より も むし ろ 超 基 性 岩 を 主体 と する る の と 考え る べき で あろ 3 う 。 

以上 の よう な 事 か ら , 筆者 は 蘭 面 か ら 下 の 構造 に つい て 次 の よう に 想定 し て は どう か 
を ss) 

eigel, MM 不 連 続 面 の 下 に 10% km OMA OREM AE (平均 密度 3.3, Vp= 
7.9~8.2 km/sec) が あぁ あり, 大 陸 域 で は これ が ずつ と 薄い も の と 推測 する 。 こ の 超 基 性 岩 
層 の 下 は , 深度 —80km 位 ま で 主として 変成 基 性 岩 (eclogite 質 , PI BWER 3.4, Vp= 
7.8~8.1lkm/sec) より 成る も る の と 考 え る 。 一 80km あたり か ら —150km 位 ま で は , お 
そら く 剛 性 率 の や ゝ 低下 し た 超 基 性 岩 質 の 部 分 で , この 下 は 再び 岡 隆 率 の 高い ultrafe- 
mic な 組成 の も の に な る で あろ 3 う 3 。 

この 状態 を 米 大 陸 大 西洋 間 を 例 に と つて , 模式 的 に 示す と 図 の よう に な る 。 こ ゝ に , 
温度 ・ 圧 力 ・ 地 震 波 速度 (MEE. Vp) 等 は すべ て これ まで の 研究 者 に よ つ て 発表 され た 
値 を 採っ つて お り , 大 陸 域 に お ける 上 部 超 基 性 岩層 の 厚 さ は —80km 付近 を 大 体 地殻 均衡 
の 補正 面 と 想定 し て 略 示 し た も の で ある 。 こ の 補正 面 は MM 面 よ ひ り ず つと 下 に な いと 均衡 
の 成立 し な い 地 域 の ある こと が , 地震 波 に よる 地殻 探 杜 の 結果 か ら 出 て いる 5)。 現在 ま 


1) Matuzawa, T., Bull. Earthq. Res. Inst. Tokyo Univ., 31, 179~-201. 
1953. 

2) Birch, F., Geophysics, 19, 645~659, 1954. 

3)° Adams, L. H., Internal Constitution of the Earth (B. Gutenberg ed.), 
50~80, Tab. 13 (p. 74), 1951. 

4) Tatel, H. E. and Tave, M. A., Crust of the Earth (A. Poldervaart 
ed.), 35~50, 1955. 

5) Nanda, J. N., Nature, London, 184, (Suppl. 9), 629, 1958. 
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COMBERETS LY, MHOMREL BAO Bouguer RH tli AMAIA BEER 
HSM, 個々 の 地域 に つい て みる と 必ず し も そう で な い 。 併 し , この 超 基 性 岩層 は 単 
—DEBBERTIOD, それ と る 多数 の 超 基 性 岩 が 基 性 岩 と 交 層 する も の で ある か 不明 
で あぁ ある が , 或 程 度 後者 の よう な 構造 の 部 分 る も あり, SKE CREASY (20 km 近い 
Ext, PORE 3.2, Vp=8km/sect) ERT RODLEBARHARK CH4350 KE 
域 の 云 武 岩 類 に LIZ LER SNZREKKODEM? > は 大 洋 域 の 変成 基 性 岩 帯 で 発生 
LEER Beet TAR, M 面 下 の 超 基 性 岩 整 か ら 挿 織 さ れ た も の と 考え る と 


よく 説明 で きよ うう 8 


と ころ で , この さよ うな earth model は 色々 な 事実 に 合う よう に 仮定 し ,) BE CHE 
的 関係 を 示し た も の で あぁ ある が が が, 一応 その 成因 的 説明 が 求め られ よう 。 FR, 大 洋 域 と 大 
陸 域 の 地 吉 構 造 の 相 異 は 究 概 に お いて 地殻 の 本 源 物 質 の 組成 に ちがい の あつ た こと に 基 


= 


因 す る も の と 考え られ る 。 か く て , 上 部 超 基 性 岩 帯 の 厚い 大 洋 域 で は その 下 の 変 成 基 性 
岩 帯 も 比較 的 厚く , 上 部 地殻 層 (M 画 以上 ) の 厚い 大 陸 域 で は 比較 的 薄い こと に な る の で 


= 


HAA. PL 大陸 域 と 大 洋 域 で 変成 基 性 岩 帯 の 組成 に 差異 が ある か どう か は 不明 で ある 。 


SC, 世界 各地 に 見 られ る 巨大 な 玄武 岩 質 郊 入 岩 休 の 構造 を 線 合 する と 9 


HEU 


HOS LSA SN SZARNG Misha (TERS 5 LSA RICHIE DR 


1) Woolard, G.P., Jour. Geophy. Res., 64; 1521~1544, 1959. 
2) Ross, C.S., Trans. Amer. Geophy. Union, 35, 98, 1951. 


3) Ross, C.S. and Foster, M. D., Bull. Geol. Soc. Amer. 62, 1472~1473, 


1954. 


4) Ross, C. S., Foster, M. D., and Myers, A. T:, Amer. Mineral., 39, 


693-737, 1954. 
5) 山口 勝 , 地質 , 65, 452, 1959. 
6) Buddington, A. F., Amer. Min., 1943. 
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性 の 組成 を 有する ) が ある が , WABI COLI AMRBIGFOMRS cthythmical な 
繰返し も 認め られ る 。 THC, 地球 上 層 部 の 厚 大 な 範囲 で は , これ に 類 し た 過程 り に よ 
つて 生じ た 超 基 性 岩 質 の 帯 が 幾つ か 存在 する 可能 性 は 充分 考え られ , MBEFOVO 
その 最上 部 の も の で ぁ ある か も し れ な い 。 即 も, 大 洋 域 の M 不 連 続 面 の 直下 に 想定 され る 
超 基 性 岩 帯 は femic な 地 需 物質 (お そら く olivine basalt 損ない し picritic basalt 質 
BR) か ら 分 帯 し て , 深部 に お ける 徐 度 の 関係 上 先 づ この よ ょ うな 位置 に 生じ た も の と 起 修 
され る 。 HOCMBLYD ED 6 SUB (通常 Vp=6.5 へ 6.7 km/sec で , “basaltic 
layer” 2x “oceanic layer” と 呼ば れる も の ) は 正常 の olivine basalt } HH 
salic な 組成 の も の 或いは tholeiite 質 の も の で は な いか と 思わ れる 9。 そし て 先 に 述べ 
た よう に 上 記 の 超 基 性 岩 帯 は 多分 femic な 云 武 岩 質 の 部 分 を 含ん で か な り の 深度 に まで 
及 ん で お り , 深部 に ゆく に 従 つ て 云 武 岩 質 の 部 分 と 共に 変成 化し た も の に な る と 推察 さ 
れる 。 BATSL, この よう な 超 基 性 岩 帯 を 含む 範囲 は お そら く 原 始 地球 の mantle の 
外縁 部 が 固化 する 時 期 に , 前 述 の よう な 過程 に よ つ て 成層 構造 の で きた と ころ で は な い 
か と 思わ れる 。 そ し て 最上 部 を な す 6 キロ 層 は , HD femic basalt 質 岩 上 療 か ら 早 期 鉄 
移 成 分 が 取 去 られ た 結果 , 分 基 性 度 の 低い も の と な つて いる の で は な いか と 考え られ 
る 。 こ の よう な 上 事 の 真 短 は 近く "6 + ロ 層 の 実体 が 確認 され ゝ ぱ 官 ら 判 明 す る こと で あろ 
Fe 

さて , さき の 2 に 説明 し た magmatism は 主として 海洋 域 又 は 大 陵 の 特殊 な 地域 (Hh 
向 斜 帯 用 び こ れ に 設 記 する 大 き な dome PAAR)? に 考え られ る も の で ある が, 人 造 
Wel T SAE RRL これ と 少々 異 つ た 成因 と 導 発 様式 の も の が あぁ る と 思わ れる 。 

SHIA EH BOE ED CHET SERA (AE LMAD magmatism) ii, お そら くさく 
先 の 場合 の よう に 深部 起 生 (M 面 下 の 部 分 より 発生 する ) も の で あろ う 。 併 し , これ に 次 
ぐ 前 期 造山 期 に 活発 する 斑 米 岩 質 岩 此 は , 主として 地殻 の 深部 洗 曲 に よ つ て MmEDE 
の 甚 性 地殻 層 ( 去 武 岩 質 或いは 斑 米 岩 質 地 毅 層 と 呼ば れる も る もの) が 類 融 し て 生じ た も の と 
HEB AH, これ に 和 伴う 超 基 性 岩 類 は 主として この よう な 基 性 岩 当 の 分 化 生 成 物 と 考え ら 
れる 。 そ し て , GHC HAT SE MBROLA LS Ric 上 部 の 酸性 地殻 層 (ERS 
岩 地 殻 層 と 呼ば れる も ゃ の) の 迷 融 に よ つ て 起 生 し た も の で あろ 3 う 3。 

大 陸 及 びそ の 周辺 の よう に 上 部 地殻 層 の 厚い 地域 に お いて は , 深部 地殻 で 発生 し た 去 
RAE TRC PEO 逐次 上 部 地殻 に 痢 入 し , そこ か ら 二 次 的 に 述 発 する も の が 多 
いよ うに 思わ れる 。 こ の 事 は 色々 な 事実 か ら 推 察 さ れる が , か ゝ る DEERME いわ ゆる 
staccato eruption で , DMEM EIB S A RM, お そら くさく 深 部 か ら の 直接 
的 な る の 即ち legato eruption が 多い で あろ うり 。 併 し , AMBRE BA SONS alkali 


1) Floorless body ゆえ , 地層 に 逃 入 し た 岩 織 体 の 中 で 行わ れる よう な 性 質 の 結 
島 集 積 と は 多少 異 る も る の に ちがい な い Barth (T.F.W., Theoretical Petrology, 
195~197, 1952). 

2) 水深 5km の 洋 底 の 静 圧 は 岩石 層 に し て 2.5 km 内 外 の 深度 に 相当 する か ら , 
Adams (1951) の 盗 料 を 参照 する と , 大 体 こ の よう な 推測 に な る 。 

3) Cloos, H., Zur Mechanik grosser Briiche und Graben. Centr. f. Mineral, 
1932: Hebung, Spltung, Vulkanissmus, Geol. Rundschau, 30, 1939. 


4) Daly, R. A., aH, 1933. 
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olivine basalt magma の ほか に 少し く salic な tholeiite 質 magma な ら び に より 
femic な picrite 質 ~oceanite 質 magma も る 認め られ る の で , これ ら の うち に は 多少 
staccato eruption の も の も あつ て , その 過程 に お ける 岩 糞 分 化 に よ つ て 生じ た も の る も 
ある で あろ う 。 

支 武 岩 療 か ら derive され る と 療 え られ る 中 性 な いし 酸性 の 岩 種 は 何れ の 場合 に も 認め 
られ る が , —fic HA SCHiAoOmx negative area の basaltic eruption に は この 
よう な 分 化 岩 種 が , positive area の eruption に 比べ て , 量 的 に 多い 事実 が 認め らち られ 
Bo Bit, 内 外 の 盗 料 を 線 合 す る と , 一 般 に negative area に お ける 本 源 的 玄武 岩 此 は 
positive area に お ける それ に 比 し て や ゝ salic CHV HO less alkalic (calcic) 7 fe 

向 が 認め られ る 。 ま た 各種 の femic basalt PLEBRAB (TVA) BH) OBB 
者 の 地域 に 見 られ る の で ある 。 

これ は , HEU CROLIRBHK ELS LOL BDNSd 即ち, legato eruption の 場 
合 は 深 生 の femic magma が 途中 地殻 内 CHAT SOL MS ¢ BEMNICREBT SIO EM 
多い の に 対し , staccato eruption の 場合 は magma 23 LBHROBMMIABEAL C Bet 
WED, そこ で BRE? 混成 作用 が 行わ れ , 岩 工 溜 の 上 部 の 比較 的 salic な 部 分 
が 上 上 上昇 導 発 する こと が 多い た め と 考え られ る 。 そし て 地 向 斜 帯 に る 時 折 見 られ る femic 
basalt は 岩上 療 溜 の 下部 の femic magma を 代表 する も の か も し れ な い リ 。 勿論 positive 
area に 多い femic アル カリ 岩 系 に も 分 化 岩 種 の ある こと は 周知 の と お り で ある が 
Daly が 指摘 し た よう に , SN SLMS CHOC, それ は 原 岩 柴 が 比較 的 洪 処 に 到 
達し て か ら 小 範囲 で 分 化 の 行わ れる 状態 が が 多 へ た めで は な いか と 考え られ る 。 

次 に , 先 に 述べ た 大 陸 域 の dome je Hy (後期 に 断層 地溝 を 生ずる ) に 見 られ る 
basaltic magmatism に つい て 一 寸 言 及 し て お こう 。 こ の 種 の 人 造 構 運動 と それ に 伴う 音 
FG HS 過 古 の 時 代 に も 世界 各地 に 認め られ て いる が , この よう な 造 構 地域 に 見 られ る 
AYR GIRL AER & TAR 比 幸 的 femic な 組成 の も の が 多く ,。 アル カリ 岩 型 も よく 隆 
FFULTWSo OME LT HRINSZI Li, COLI AMROBBTS LILAC 
(お そら く 上 上 昇 庶 層 対 流 の 力 に よっ つて ) WROTE COREL Bic RB femic 7 ES 
物質 で 多少 添加 され て BEET SAGE CHS. CDMREBANIE, 大 洋 域 に 比 し て や 
> 基 性 度 の 劣る 大 陸 域 の 基 性 地殻 層 か ら る も 大 洋 域 と 同 程度 の femic magma が 起 生 する 
ZEN SUS aS Deo 

最後 に , 極 く 概 括 的 で は ある が , アル カリ 岩 型 の 成因 に 関連 し て 一 言 す る と , この 種 の 
岩 型 は 本 来 低 理 酸 で femic は 本 源 岩 此 か ら derive され る こと は 確か で あり , その よう 
な アル カリ 岩上 を 起 生 する 人 造 構 的 環境 は 主として 大 洋 域 及び 大 陸 域 に お ける positiver. 
neutral area で あぁ つて , 人 先述 の legato eruption が が 多く, sial. 折 地殻 と の 混成 作用 に 
よる calc-alkali {b (silica, alumina, 及び lime が 増加 する ) の 少 い 条件 の と ころ の 
よう で ある 。 そ し て 世界 の 各地 域 各 時 代 の 事例 を みる と , 太 体 に お いて この 通則 に 性 ら な 
Wo RS, 方 沸 石 を 含有 する ソー ダ 質 玄武 岩 類 は 地 向 八 や 地 谷 の よう な negative area 
に 現 出 する の が 通例 で ある 。 


1) この よう な 岩 此 溜 の 下部 に 在 つ た femic~ultrabasic magma (x HWBOVE HH 


に 伴 つ て 深 処 に 入り , 前 期 造山 期 に BRET S 起 基 性 岩 の 一 部 根源 と な る こと る も 可能 
で ある OR 
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地質 関係 の よく わか つて いる 新生 代 の も の に つい て みる と , Beer alkali field は 新 
生 代 造 山系 (アル プス 人 造山 帯 ) の 内 側 の 非 窟 曲 帯 , 即ち イタ リヤ 西部 を 含む 西部 地中海 ・ 
2-7 NTU XBR YA) Bo 及び イン ド ネ シア 弧 の 内 部 等 に 見 られ , これ 
ら の 地域 は 何れ る も 第 三 紀 の 地 向 斜 に 対す る positive area で あぁ つた と ころ で , それ が 後 
に neutral area また は 陥没 地域 と な つた も の で ある 。 また 環 日 本 海 alkali field jah 
生 代 か ら 第 三 紀 に か け て の positive area が 第 四 紀 に 沈降 了 没 し , SIICT AD) BR 
導 発 し た も の と み ら れ る 。 

それ ゆえ , 一 般 に アル カリ 岩 系 を 伴う femic basalt の 現 出 する ころ は , 大 陸 域 で は 
主として ドー ム 状 隆 昇 地域 或 い は 地 硝 斜 的 性 状 の と ころ で , そこ に 後 で 断層 地溝 ・ 谷 地 ・ 
内 海 な どの 形成 され た 地域 で ある 。 そし て , LOLA AMIE, S-—SOMw alkali 
field 420 KER LAR WROD BW MMA — Ue RAK, 地殻 が 比較 的 薄く 
legato eruption の 起り 易い 環境 に ある こと は , 地殻 構造 の 調べ られ て いる と ころ で は 
実際 に 判明 し て いる の で ある 。 併 し , アル カリ 岩 系 の 導 発 地域 に つい て は REE 地域 的 
特異 性 の あぁ る 事 る 看過 で き な い 事実 で あり . これ は 一 時 代 の 造 構 配 要 因 の D み に よる も の 
Chi, 更に 古い 要因 も 残 つ て いる た め と 考え られ る 。 

以上 甚だ 無 系 統 な 論述 で あつ た が , 主として 現在 の 地球 物理 学 的 容 料 に 基く 地球 上 層 
部 の 構造 か ら , magmatism の 本 源 に つい て 概略 的 な 考察 を し た わけ で ある 。 併 し て こ 
> CATA XL, 地球 内 部 に お ける 現在 の 物理 学 的 状態 と 過去 (MUI ASE) OTR 
変動 期 に お ける それ と で は か な り の 相 異 が あり 得る こと で ある 。 即ち , weezer 
mantle や 地殻 の 上 層 部 は 現在 より か な り 高 温 状 態 に ある と 想 化 され る か ら , さき に 説明 
し た “weak zone” る その 範囲 が 一 層 広 く , そこ に より 強力 な 族 層 対流 が 生じ , それ が 
地殻 運動 の 主 動力 と な る こと で あろ 3 う 。 併 し , この よう な 場合 に も 起 基 性 岩 帯 の 話 融 が 
可能 で ある か どう か は 妖 問 で あり, 筆者 の 考察 で は 玄武 岩 柴 の 本 源 は 主として 変成 基 性 
' 岩 帯 に 在り ,。 た ゞ 造山 期 に お ける 斑 米 質 な いし 花 賠 岩 質 岩 柴 は 主として M 不 連 続 面 より 
上 の 基 性 な いし 酸性 地殻 層 か ら derive され る も の と 思 つ て いる 。 


チリ 沖 地震 津波 調査 概 報 

昭和 35 年 5 月 24 日 , チリ 沖 地震 津波 が 本 邦 の 太平 洋治 具 全 域 を 朋 い , 特に 三陸 地方 , 
北海 道 に 大 き な 被 害 を 与え た 。 チリ 沖 に 発生 し た 地震 津波 が , 地球 の ほ ゞ 半周 を 距 て た 
天平 洋 岸 の 広範 暑 に 下る 津波 現象 を みた こと , その 周期 が 1 時 間 内 外 の 藤 い も の で あぁ あつ 
た こと , 従 つ て その 波高 分 布 や 被害 状況 な ど が , 従前 の 日 本 海溝 縁辺 部 に 由来 する 近 地 
地震 津波 の 場合 と は , 大 き な 相 異 が あつ た こと な ど が 注目 を 惹 い た 。 同時 に また , この 
遠 地 津 波 の 伝播 が 本 邦 太 平 洋 全域 に 於 ける ェ ネ ルギー の 配分 を 知る 上 に 重要 な 資料 で あ 
る と され て お り , 一 方 津波 の 災害 防 祝 態勢 上 で も 再 検討 の 機会 を 与え る こと に な つた 点 
で , 多く の 課題 が 提示 され て いる 。 
津波 の 来襲 当日 早速 に , 東北 大 学 理学 部 内 の 地学 関係 教 宏 で は , HER BRA ASE CHA 
提携 し て 現地 調査 斑 を 組織 し , SRE SHOR 及び 津波 の 侵入 区 域 の 観測 を 共通 
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But 
g 


の 調査 の 対 象 と し て 夫々 分 担 し た 。 更に 津波 に よる 地質 学 的 な 諸 現 象 , 特に 侵 触 ・ 衣 壊 
な どの 破壊 的 営 力 及び 運搬 ・ 洗 積 作 用 な ど に 関連 する 観察 を も 行 つ た 。 その 結果 の 概要 
は 既に 学内 で 速報 され た (チリ 地震 津波 線 合 研究 発表 会 , 1960 年 6 月 28 HB). こ 
れ ら の 内 , 広田 湾 高 田 松原 海 早 附近 に 於 て は , 津江 の 来襲 時 と 引き の 時 KEL ABHOIA 
A, 営 力 に つい て は , 特に 引く と き の 作 用 が 微 地 形 に 著しく 左右 され て いる こと , HER 
物 の 形成 る も これら 営 力 の いく つか の 方 法 が 重合 し て 作ら れる も の で ある こと な ど が , B 
共 に つい て 老 察 され た 。 概して , 今回 の 津波 に よる 沿 潜 海鷹 堆積 物 や 生物 な どの 打ち あ 
げ , 新しい 堆積 物 の 形成 な ど は , その 規模 に 於 て る 分 布 に 於 て も , 従来 に 比べ て 甚だ 備 
少 で あつ た こと ゃ も, その 特徴 の 1 つと し て 人 挙げ ち れ る よう で ある 。」 他方 , 波高 値 に つい 
て は , 殆 ん ど 全 域 に 豆 つ て 共通 し た 現象 と し て , 外洋 に 直面 し た 小 湾 入部 や , 比較 的 大 
きい 湾 の 湾 品 部 に 比 し , 潜 奥 部 が 相対 的 に 波高 値 が 大 きか つた こと で , 前 者 が 3m AY, 
後者 が 5m 内 外 と いう , ほ ゞ 一 謝 し た 傾向 が 得 ち られ た 。 こ の 点 は 昭和 8 年 三陸 沖 地震 津 
波 の それ と は 全く 対 忠 的 な 結果 と し て 指摘 され る 。 特に REINS, ARSED, 近 
接 の 小 外 湾 に 比べ て , 過去 に 於 て は , 波高 も 低く , 従 つ て 災害 の 経験 に 江 く , また 集落 
及び 漁港 の 施設 な ど が , か な り 低 所 に まで る も 拡張 され つ ゝ あつ た こと , PY - WsZOSE 
備 が 未だ 満 さ れ て な か つた こと な ど と る も 関連 し て , 一 層 甚大 な 被害 量 を 斎 し た 結果 と も 
な つた よう で ある 。 波高 測定 結果 の 一 例 と し て , 三陸 南部 の 小泉 凌 ・ 志 津川 湾 ・ 道 波 稿 
及び 堆 勝 潜 並 びに これ ら の 深 の 間 の 外洋 に 面 し た 崖 浜 部 に 於 ける 主 な 測 点 の TP WEE 
ERB, 次 の 如く で ある (カツ コ 内 は 昭和 8 年 三陸 沖 津波 資料 に よる 一 震 研 薬 報 ・ 別 
ft 1, #9), 
stig 4.0(3.1), 加 崎 3.6(6.2), 御 伊 勢 崎 3.6(7.6), 大 谷 海岸 2.5(3.3) sez 
(4.2), 大 沢川 河 日 2.4 (5.7), 登米 沢 3.9 (6.5), 小泉 松原 3.2 (5.8), 小泉 川 河口 2.9 
(3.8), =+—26 3.1 (5-9), BEA 3.1 (4.4), #E 2.6 (3.5), Fay 2.6 (5.1), Bye n.d. 
(10.5), 42 3.0(6.2), AYE 2.8(5.1), SE 2.8(3.9), #7 Ye 2.9(3.0), 伊 里 前 3.0 
Peas are ae ic ae ba wen 4.8 
(3.0), 平磯 5.5(3.5), AYE 4.9(3.2), BEN 5.7(1.3), 林 4.6(3.2), 折立 4.9(2.7), 
水戸 辺 15.5 (2.1), RA aa NR FRYE 4.8 (2.4), 藤 浜 4.6 (5.3), 
長 清水 3.3(4.6), Ye 4.2 (n.d.), 十 三 浜 3.0(7.8) , AF 2.8(3.8), 小 持 3.3(4.6), 
相川 3.7(5.5), 小室 3.2(3.5), 百 浜 3.0(3.2), Byes 2.6(3.2), Awe 2.5(2.2), ie 
2.6(3.3), 明神 3.7(2.0), 椎 勝 3(3.9) 。 結 果 的 に , 志津 川 鶴 が 明 か に 今回 の 全般 的 傾 
向 の 典型 と し て 挙げ られ る 。 この こと は 深 の 固有 周期 が , HANSA 45 分 内 外 , 小泉 
YH, 追 波 湾 が 共に 25 分 内 外 で ある こと か ら る も 青 首 され る 。 尚 , 各 湾 内 の 小 湾 入 部 に 於 
て , 相対 的 に 小 ピ ー ク と し て あら われ る 傾向 は 今回 も 昭和 8 年 の 場合 も 同様 に 認め られ 
る よう で ある が , これ は 湾内 の 徴 地形 その 他 の 因子 に よる も の で あろ う 。 まな た 昭和 8 年 
Shee ysl Bee OE Rl 27 年 十勝 沖 地 震 に 於 け る 三陸 沿岸 の 波高 比 が , 夫々 の wave front 
と 海 賠 線 と の 関係 , 従っ つて また 湾 の 方 向 性 に 著しく 左右 され て いる こと (BRM Sci. 
Rept. Ser. 5, 1953) に 反し , 今回 は 全般 的 に この 様 な 傾向 は 認め 難い 。 尚 本 調査 に 関し 
て は , 「 達 央 津波 に よる 災害 の 研究 」 と し て , 文部 省 科 学研 究 費 が 交付 され た 。【 加 藤 ] 
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8347, RRR VORAGRIN 
Huang, C.K., Keer, P.F. 

酸性 炭酸 族 (mahcolite, trona), 方 解 
BRU Fur thK, FIAT, 
SOK ERB (gaylussite#), OH RU 
AUF YeEC RB (FLEAS) 等 27 
個 の 標準 試料 の 赤外線 スペ クト ル を し ら 
べた 。 方 解 石 及び ドロ マイ ト 族 は 波長 
6.90~6.97, 11.28~11.55, 13.36~14.02 
BH の 三 カ 所 に 主 な 吸収 バン ド が み ら れ , 
oii 3.92~3.97,5.47~5.524-D= 9 
DAUEOE—-T7RASNS. FT7AF4 
be CE 8 EH RMA-TERL, 
6.70 ~7.13, 11.40 ~11.90, 14.03~14.77 
kA の 四 つ の 皇 な 吸収 バン ド と , 3.938~ 
4.00. 5.53~5.75, 9.22~9.48 pm の 弱い 
吸収 整 が み ら れ , 両者 の thao e 
示し て いる 。 RL, 同族 の 鉱物 呈 に 於 いて 
は 陽 イ オン の 半径 と 質量 の 増加 に 伴 つ て 
吸収 ビー ク は 長波 長 の 方 に 移動 する 。 他 
DixfRte Clk, 化学 成分 と 結晶 構造 の 複 
Me Riz ST, HCO』, H,O, OH, SO, 
基 等 の 吸収 バン ド を 現 わ し , 各 鉱 物 夫 々 
特徴 ある 吸収 スペ ベク トル を 生ずる 。 (Am. 
Min., 45, 311~324, 1960) [長谷 川 ] 


8348, HE BORRLEBE 
Gentile, A.L., Roy, R. 

Ugrandite, pyralspite KU#j+-tAre 
AMORMD 1 AVICLAABER IRE 
度 を dry RUBE wet の 状態 で 合成 し 
て し ら べ た 。 各 成 分 酸化 物 を 当量 に 混合 
し , 750~1200°C Vz Anh, 又は 必要 に 応 
UT 1000 気圧 の 圧力 下 で 加熱 し , tate 


の 生成 を X 線 的 に 確 め た 。 先 づ 3Cd0- 
Al,O3- 3SiO,, 3 MnO. Al,O,- 3 SiO,, 
3 CaO-Cr,O3 - 3SiO,, 3 MnO. Al,O,- 
3Ga0,,. 3°Y,0,-5 Al,0,, 3 Gd,0,- 
5Al,053, 3CaO-Fe,03-3GeO 3, 3Gd,0,- 
5 Fe20。 SO iE OARICRHLRZ 
OREFIERERE Lie Si  B CEM 
L720, - 2Fe,0,-3B,0, © Nba 
含む 4CaO-Gd,0,- 2 Nb,O,;-3 Fe,O,, 
itv EemAL LTO 3NaF-Al,0,- 
3SiO。 SOPMEOZAMILALNARO 
fz, Uv &.Gr), Uv 2.3 Ca0-Fe,0,. 
3 GeO。 問 に は 完全 な 固 深 体 が 存在 する 
が , Sp と Py 間 の 実験 で は 万 気圧 の 
下 で も 固 深 体 は 得 ち られ な か つた 。 有 叉 じ v- 
Sp, Gr-Sp 間 で る も 固 深 体 は 得 ち れ な い 。 
Hitt Sis 3V,0,-5A1,0, © 3Gd,0,- 
5Fe,0, と Gr, Uv, And pails Rae 
が 形成 され , Gd-Fe tifa t Gd-Al fF 
2G, Y-Al fhi@at Y-Fe fr@aigo 
AKER DED SN? LHC 
Els BRTRO 4 tv KROME 
ENTS (Am. Min., 45, 701~ 
711, 1960) [長谷 川 〕 


8349, 低 屈 折 率 漫 液 Weaver, C. F., 
McVay, T.N. 

n=1.292~1.411 間 の 低い 屈折 率 
De i & UT perfluorotributylamine 
(C,Fy)3N & chlorotrifluoroethylene 
重合 体 C1(CF。-CFCI) nCl と の 混合 液 が 
優れ た 性 賀 を も つて いる 。 (C4』aF2)sN の 
np(25°C) は 1.292, -dn/dt は 0.00041, 
重合 油 No. 10(KEL-F) で は 1.411 と 
0.00033, Cl(CF,-CFCl),Cl で は 1.406 
と 0.00034 の 値 を も つ 。 IMblk Hie 
混和 し 合い , 無色 無臭 , 安定 で 粘性 を も 
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も 揮発 し 難く , 更に 顕微鏡 スラ イド や 硝 
FASEB 触 し な いと いう 利点 を も つて 
いる 。 CSSD LRU S Bae PEWS 
な い 。 {AL mala (315°) で は 重合 体 は 分 解 
し て 有 有 災 性 の 物質 を 生ずる 。 2Nnb5OR 
液 は , Heel» NaF-BeF,-UF, 系 や BeF。- 
ThF, 系 , LiF-BeF,-ThF, 系 等 の 研究 
に 最近 用 いら れ て いる も の で ある える 。(Am. 
Min., 45, 469 へ 470,1960) (ea 


8350, 潜 化 メ チレ ン 重 液 の MARR. 
dimethyl sulfoxide Cuttitta, F., 
Meyrowitz, R., Levin, B. 

Ritz Fv v (CH。I。, d=3.33) BRO 
MUR & LC 従来 揮発 性 の アル コー ル , 
アセ トン 又は ブロ ム ど ホ ルム が 用 いら れ て 
いた が , dimethyl sulfoxide ((CH,),SO, 
d=1.100) が 優れ て いる 。(C 了 HI)2SO の 
沸点 は 189° CASES CHI, と 類似 し 
て いる の で , 両者 の 混合 液 は EAT, 深 
媒 恭 発 た による 比重 の 変化 が 殆 ん ど な い 。 
使用 後 の 重 液 は 多量 の 水 と 混合 する と, 
CHI2I。 の み が 不 次 と な つて 分 離す る の で 
CH。I。 の 回 収 が 容易 で ある 。 叉 , 両者 の 
容積 比 と 比重 は 直線 的 尊 係 に ある の で , 
所 要 の 比重 を も つ 重 液 が 容易 に 作り 得 
る 。 選 別 後 の 試 料 は アセ トン で 洗 浴 する 。 
(CH。) 。SO の 毒性 は な い 。(Am. Min., 
45, 726~728, 1960) (B40 


8351, パタ ゴ ニ ア EAU /SIFOVH 
A—-EtOWRE & OBR Mason, B., 
Sand, L. B. 

FUMECYFY, RIAATMAO WV. 

ミエ ント 層 に 産 す る クリ ノ プ チロ ル 沸 石 
は 6~ 8cm 1 の 層状 で 下品 石 に 伴わ れ 。 ペ 
TR CC ee 21), 
平均 屈折 率 は 1.478, 複 屈 折 率 は 約 0.001 
CHSo (ERATED NE Se 
(Ca, Mg) 9,31 Als.a9 Sizo.50 O72: 19H20 


DOfhe S72. RISO Lis R CI 
Wis (010) OHH LZIOL AdDNnE 
BEC (010) DEBAAIRTSO LUT 
いる 。X RED PBI S 
PAS AIC RR Lk OK S Maal 
が あぁ つて, これ は (Ca, Al) 2 [ (Na, K) Si] 
CHR ANZROLBASNS. -F 
DTA 曲線 は 明か に 異 つ て いる 。 DWE, 

クリ ノ プ チロ ル 沸 石 と AO RHE 
一 性 は 明 瞭 で あぁ る が , 化学 組成 に 於 て は 
この 二 種 鉄 物 間 に は 上 記 の イオ ン 置 換 に 
見 られ る 組成 上 の 隔 り が あぁ あつ て 明か に 別 
種 の も の で ある 。 その 生成 は 非 海 成 の 大 
山 ガ ラス が diagenetic な 変質 を 受け た 
も の と 考え られ る 。 (Am.Min., 45, 341 


~350, 1960) CBS) 
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8352, BY/LS FURS Kuno, H. 
本 州 中 央 部 ROU PE OPEB RR 
岩 類 な "3 つの タイ プ に 分 は けら れる 即ち 
Al,O; TU EN VT 
b, FUBVIZED TV) ERERY 
TUSTILEA, TVAVABMIBOR 
間 を 示す 高 ア ルミ ナ 去 起 岩 で ある 。 VU 
ー ア イト は ノル ム 石 英 が 算出 され る が ) 
高 ア ルミ ナ 去 武 岩 に 少量 の ノル ム 石 英 が 
CY RS 7 VARMA C72 OTH. 
構成 鉄 物 も 高 ア ルミ ナ 云 武 岩 は ソレ ー ア 
イト と アル カリ 去 武 岩 の 中 間 で あり, BE 
mctl CRRA, Hite (eax 4 > 
UAMteL), Thea, AKA, G 
HIN TFT I4}, MRE, 稀 
MEY TYE, BURG (反応 縁 は あつ 
た りな か つた りす る ), LMM, TH 
VRACHS. BT ViFERB AK - 
NBOYV—-7 4 bBARKE TV HYE 
AROS O TAAL, ソレ ー ア テア 


i> 


Gk $539 


4 VTVHEHR7ZDOCORL, LT 
VA) ERS 起源 の も の で も る なく, 初生 
マグ マ で あぁ ある 。 こ の マグ ゲ グマ は 地下 約 200 
km ORS, 即ち ソレ ー ア イト マグ マ と 
アル カリ 去 武 岩 マ グマ が 生成 され る 中 問 
DUE a BO BINSRRC LOTHEURD 
の で ある 。 高 ア ルミ ナ 去 武 岩 な 世界 の 他 
の 造山 帯 に も 普遍 的 に 認め られ る が , HE 
洋 地 域 に は 産出 し な い 。 移 に 非 造山 帯 の 
大 陸地 域 に も 産 し , THe グリ ー ン ラン 
ド の スケ ル ガ ー ド は その 代表 的 な る の 
で あぁ ある 。 高 アル ミナ 去 武 岩 の 分 別 作用 の 
経路 は ソレ ー ア イト マグ マ の それ に 類似 
LCS, 分 化 の 中 期 に 後者 より も ア 
VA) OBERBS CHS. 2B 本 邦 の 
m7 Vit KReROKUEL CTH 

25. -—OB® Al, 妙高 , 飯綱 , 富 
+, 愛 應 , 大 宣 , 新島 , 神津 島 , We. B 
島 等 が あぁ あげ られ る 。 (Jour. Petrology, 
1, 121~145) (8A 


8353, Nyiragongo 火山 の カル シラ 
イト Sahama, Th.G. 

東 ア フリ カカ , ベ ルギー 領 コ ン ゴ ;, Nyira- 
gongo 火山 の 霞 石 岩 の 大 部 分 は 主 成分 鉱 
0S と し て ルル シ ジラ イト を 含ん で い 
る 。 こ の 鉱物 は 準 長石 類 と し て 単独 で は 
産出 そ ず , BA 271), BRAS 
放任 つて で いる これら の 含 カ ル シ ラ イト 
岩 は その 他 主 成分 鉄 物 と し て BAMA, 
HUE, AT ADA Db, FT vy RG, 
方 ソー タダ BEESA CWS, 長石 類 は 
な い 。 AVY FA blé complex BA— 
カル シラ イト 斑 品 MURRLOB EPIC Hh 
漠 結 晶 と し て 産 す る 。 complex BA— 
カル シラ イト 班 品 の 離 溶 現象 が 認め られ 
る 。 最 初 均 一 な 単独 結 品 と し て 品 出 し , 
次 に パー サイ ト 様 霞 石 一 カルシ ラ イト に 
な り , 外縁 部 は BAD Fay 7iktiaale 
まれ BBE B-EANY 7 


イト の 核 が 雷 石 に よ つ て 包ま れる 。 com- 
plex 斑 品 は 大 低 典 型 的 な glomeropor- 
phyritic texture を 示す 。 こ れ か ら 次 の 
Ba AGNS, 即ち , MAO MERC 
マグ マ か ら KzNaAl,Si,0,, ORO 
量 の 班 唱 が 分 別 し た 。 マグ マ 中 の 複雑 な 
対流 に よ つ て MRIS LAL, BERRA HEE 
集合 塊 と な り , 噴出 まで この 状態 が 続い 
wz. static condition FOWD< YL 
MeN. KO Chedels V7 TERI 

ae POGGO LAL 乱 対 流 の 役割 は 大 
AOAEIK ALNSZBARMAMRES 
HRD PEK & VE 4 ti D BlAd 5 PAA CS 
る 。 石 基 中 の カル シラ イト の 産 状 は BA 
ーー カル シラ イト 系 の sub-solidus の 2 #9 
区 域 の 存在 に よ つ て 説明 され る 。 (Jour. 
Petrology, 1, 146~171) (FAI 


8354, Innerness-shire, Glenelg = 
iE fBANG—hia O'Hara M. J. 
Glenelg gen BOA Afi Bis 
その 密度 , 化学 組成 , GAMMA Sd» 5 
PSR EAIC 屋 す る も の で , 化学 組成 は ピ 
TFA ERA HATS. 比重 の 大 き 
V> (3.57) BU, ROK. 優 黒 色 の 岩石 で 不 
明瞭 な 締 模 様 が 見 られ る が 鉱物 方 位 は ー 
定 方 向 を 示さ な い 。 こ の 岩石 は 初生 鉱物 
LL CHAE 31%, BAR 25 96 
FIBA 22%, fBPIGIA 1796, その 他 4 
CO (AE) か ら 成 り , 二 次 鉱物 と し て (a) 
ERARMSE DBO SRAANA, 
(b) MAMA LYNBORA, wiv7 
A, AE RUSE & ACK L 7k 
泥 石 が 見 られ る 。 PBA A DAM Gt 
HAH t 百 灯 岩 相 に 見 られ る も の で 
ある が , SAAS WH Cis Ke 
BNR o FAB BER MMA tls 
(1) BE MAA, (2) MA 
Ma-EGee, (3) ea —iihitA Ch 
る が , 之 等 の 組合 せ は FAS MICH Tid 


— 
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BKM RR A Bw 


PAA BK Lis RRA 
SHAE, MRB-NRA LR 
RAH ARA, Ais RAR 
卓 石 の 組合 せ に 依 つ て 夫々 交代 され る 。 

Fe と Mg に 富み SiO, OD VBA CE 
FRSC Clk BRE ALI BUS 
RA RARE AD 組合 せ と し て 結 
fat So D> Zee NakZLves 
HABER TSS AAS. BAS 
相 の 条件 下 で 結 品 を 行 つ た 同様 岩 右 は 外 
見 上 之 と 非常 に 類似 する 。 か ゝ る 岩石 は 
ノル ム 灰 長石 が 非常 に 多く 叉 ノル ム み 苦 鉄 
鉄 物 の 量 も 多く な る 。 (Geol. Mag., 97, 
145~155, 1960) [楠田 〕 


8355, Scotland, Angus, Glen 
Clova 地方 に 於 ける Fet+/Fet+++ の 
PACE DS ASA REM Chinner, 
G, A. 
Angus, Glen Clova 地域 の 広域 変成 
作用 に よる 泥 質 岩原 片 麻 岩 の 構成 鉱物 中 
@® Fett & Fet++ の 晶 は 種々 庄 他 する 
が , 之 に 就 て 岩石 学 的 , 化学 的 , X 線 の 
data を 用 いて その 影 絡 を 調べ た 。 こ の 
片 麻 岩 類 は 石英 一 灰 草 長 石 一 白雲 母 一 黒 
雲 其 一 柄 極 石 一 藍 串 石 一 酸化 鉱物 を = a 
StL £ORB(EH (2FesQ。※x100/ 
ni mol.) We 6 ax 75 と 


ZGT So. o O(Lt BER, MLR 
Shine a [の 増大 及び 黒雲 母 , BAD 


の 減 少 と 共に 大 きく な る 。 そ の 関係 は 次 
式 に 依 つ て 説明 され 得る 。 

Fet+( 黒 雲母 ) +e ie +O=4 

雲母 + 酸化 鉄 + 石 英 

殆ど の Mg は 黒雲 母 中 に , Mn is farg 
BPICSENS A 岩石 の 酸化 比 が 大 きく 
な つて 芝 等 鉄 物 の 量 が 減少 する 事 は 黒雲 
READ MgO/FeO, te8G4D MnO/ 
FeO が 増大 する 事 と な る 。 片 麻 岩 類 は そ 
の 中 の 酸化 鉱物 を 基 と し て , より 正確 に 


分 類する 事 が 出来 る 。 即 も (1) FV 
BGK BEE GK Fr RS, 酸化 比 0~37, (2) 
含 チ タン FB BPA RBS Pa 
酸化 比 約 40, (3) 含 磁 鉄 鉱 一 赤 鉄 鉄片 麻 
岩 , 酸化 比 約 43。 (1) と (3) は 一 定 温 
度 , EHOW C MAA (univariant) の 
RMS co UCHHAANS. 各 岩 石 の 
酸化 比 に 対し て BAD A SANG EER Ze 
組成 が 存在 する 。 (3) に 於 て は 黒雲 生 の 
MgO/FeO, #h##8D MnO/FeO O% 
加 が 見 あら れる 。 (2) Ct—-HEE, HW 
の 元 で 不変 系 (invariant) の 鉱物 組合 せ 
tL CHRAN4S. 岩石 の 酸化 比 が 限ら 
れ た 範囲 を 超え 鉱物 組合 せ が 一 定 で ある 
場所 で は RSD B の 変化 に 伴 つ て 磁 鉄 
Gk, FVYRBK, ARS, ER ShiDD 
BI 223289 THEA. (Jour. Petr. 1,178 
~217, 1960) Cra 
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8356, 北部 New Brunswick 硫化 物 
鉱床 へ の 関 亜 鉛 鉱 地質 温度 計 の 応用 
Benson, D. 

困 亜 欠 鉱 を 地質 温度 計 に 用 いる 方 法 は , 
Kullerud (1953) 28 ZnS-FeS RA#grz 
わた る 詳細 な 熟 実 験 を 行 つ て 確か め て い 
合 ZnS と FeS 2 2832739 
係 に ある と き 大 ふた に 役立つ 。 北 部 New 
Brunswick の 上 卑 金属 硫化 物 鉄 床 (デボン 
ROO(E MS (LATS Beant 
VET A AOR BH BLURS 
VcJAMIA) の Heath Steele - Brunswick 
HOSA PED CYTE SASK SEER C SETS 
と と も に , COMBRORRC Le SV 
て 0.25mg の 試料 を と り , この Fe SF 
Beet ※ 線 分 析 に より 定量 し た 。 勿 論 
この 場合 大 型 試料 を と り , 通常 の 化学 分 
析 を も 試み て 比較 し て いる 。 そ うす る と 


Bo 2 OH 


tb 
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WL 7 AP MRCS Fe 含有 量 に 多少 
の 差 の ある こと が 判 つ た 。 これ は 岡 亜 欠 
鉄 に より 交代 せら れ た な た HthGk Ad BY 
人 れ ら れ た , 種々 の 程度 の Fe の 量 に 帰 
せら れる 。 苑 落し た 磁 硫 鉄鉱 さ , 関 亜 鉛 
鉄 が 過剰 の 鉄 の 存在 に お いて 生成 し た こ 
と を 示す 唯一 の 信頼 すべ き 証 拠 と 思わ れ 
る 。Heath Steele - Brunswick 両 鉄山 
の 生成 温度 は , 地下 15,000 ft の 深 さ に 
相当 する 圧力 2000 bars で は , 610°C と 
写 え られ る 。 (Econ. Geol., 55, 818~ 
8°6, 1960) [山岡 〕 


8357, 硫化 鉱物 の 鉱 化 作用 に お ける 硫 
草 同位 元素 の 分 別 Gavelin,S., Parwel, 
Ryhage, RE 

硫化 鉱物 及び 硫酸 族 鉱 物 中 の 硫黄 同位 
元素 S** と S32 の 割合 8 を 随 石 の S32/ 
S#4=29.225 を 基準 と し て 比較 し た 。 
Sweden の Boliden 鉱床 で は 磁 硫 鉄鉱 , 
BULBS, 黄銅 鉄 , POH RUTH SK 
を 伴う 黄 鉄 鉱 の 塊状 鉱床 で , 3 ROR 
化 作 用 が ある が その 間 に 差 が 見 られ ず 
Falun 讐 床 で る も 同様 に 著しい 同位 元素 の 
分 別 作 用 は 行わ れ て いな い 。 録 石 鉱物 の 
帯状 配列 を 示す 鉄 床 と し て Cornwall Hi 
方 の 鉄 床 を 見 る と , 内 部 か ら 外部 に 鉛 の 
硫化 物 , Weageek. PARR BL Aeag, 
WEAGK DNS 高温 か 6 RMI dst CHLFI 
GH 2+ Cd 3 1E +3.9 NS —50:3 
の 問 の 著しい 範囲 に 拡がる 。 し か し 各種 
硫化 鉱物 の 章 で 比較 する と , MMCLS 
差 は 特に 認め られ ず , 8 IRR OGLE 
つい て の 特性 的 な 同位 元素 組成 が 原因 で 
異 る の で は な い 。 た ゞ HIE LAH AR 
UPS ORS BGK Clk $8 OEMS 
が , 分 析 数 が 異 る の で 決定 的 な 事 は 言え 
な い 。 BREE IC EO THR SE 
BUrAbls 見 られ な い が , 高温 より 低 
温 に お いて 8 の 変化 範囲 が 広い 。 帯 状 分 


布 に 対し て は 比較 出来 な か つた 。 地域 的 
に は ある 規則 性 を る つて 変化 し , デボン 
紀 の 地 層 の 部 分 の も の は 重い S, Bp 
の 所 で は 軽い S に よ ょ つて 夫々 特徴 づけ ら 
れる 。 硫化 物 鉱 床 の 酸 化 に よっ つて 形成 さ 
NITRA ROBERN OWT 8 
を 見 る と 著しい 差 は な い 。 Bisbee に お 
ける 試料 で は 天水 の 作用 に よる 硫化 物 
i, PEDtHLE BPR Bo BL 
SUT AK PORBRED S が その 同位 元素 組 
成 に 寄与 し て いる な ら ば , TUM BE 
物 ま S3 に 富む 。 Bisbee に お いて は 醸 
{ETC LS 同位 元素 置換 が 酸化 帯 以 下 
で 行わ れる と いう 決定 的 徴候 と し て は , 
初生 RU RU ATIE DD ABD 3215 4 UE 
BNE Wo PREGER C 硫化 物 と 硫酸 塩 の 
共存 する 場合 は , 後者 が S34 に 富む 事 は 
Durham 及び Falum paste CH oN 
た 。 こ の 両者 の 同位 元素 の 分 別 ほ は BORO 
条件 下 で 行わ れ た 。 深 成 鉄 床 の 場 合 分 別 
作用 は 高温 より 低温 で の 方 が 著しい 。 各 
種 の 硫化 物 の 共生 する 試料 と し て , Aa- 
chen (CBU SRE E SL CHHGRK, 
PGR ED BORA & SKIT OW TAS 
と , CHEV. S で 特徴 づけ られ る も の で 
は な い が , 著しい 差 が 見 られ る 。 内 部 か 
ら 外 部 へ の 一 般 的 傾向 は 示さ ず , BK 
は 重い S, 方 争 鉱 は 軽い S で 特徴 づけ ら 
れ , PORES TOBA ERS. ELT 
GEIR OKLA EOD ODODE Y % 分 別 作 用 は 
不 規則 で ある 。 こ の 他 黄 鉄 鉱 の 結核 体 で 
BBL, 核 の 部 分 と 周辺 部 で は 著しい 差 
が あつ た 。 (Econ. Geol., 55,510~530, 
1960) (HARI 


8358, Idaho, Coeur d’Alene 地域 
の Precambrian #MbyER EMA 
% Long,A., Silverman, A. J., Kulp, 
ote. 

当地 域 の 鉱床 は 交代 性 鉱脈 型 と , 小 規 
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#7: SU TEUE 2 種 が 存在 し , BAM 
合せ と し て は Cu-Ag, Zn-Pb-Ag, Ag- 
Pb, Au-W 鉄 に 分 類する 事 が 出来 る 。 鉄 
物 共 生 の 垂直 的 な 変化 は 余り 顕著 で は な 
い が 例 えば Sidney Pp Clr HIRD EMH 
で Ph-Ag GRUBRR, 下部 で Zn gk 
及び 磁 硫 鉄鉱 が 特徴 的 で ある 。 地 域内 各 
鉱床 産 の Pb 同位 元素 を 測定 し た 結果 , 
本 質 的 に 何れ も 同値 を 示し Pb?086/Pb204 
=16.44, Pb207/Pb204=15.58, Pb?208/ 
Pb24=36.52 CG, 4D4eftiz HH 1400 
M.y. で ぁ ある 。 こ れ は 当地 域 に 於 ける 他 
種 同位 元素 測定 結果 と も 近似 し て お り 従 
つて 初生 の 鈴 鉄 化 作 用 は この 時 期 に 営ま 
れ た も の で 上 且 , MRI 2 OGM RA + IH 
じ て 単 一 , 均質 な 根源 か ら 由来 され た る も 
の で ある 。 こ の 他 , 局部 的 に Laramide 
モン ゾ ニ = 岩 体 を 切る 細 脈 中 の Pb ilikm 
岩 導 和信 の 影 絡 に よる 硫化 鉱物 用 再 流動 に 
#52 4YDCHS. (Econ. Geol., 55, 
645~658, 1960) (Bey SB) 


8359, Blind River ウラ ン 鉱 床 の 茂 因 
WDysreeyy, UD) AR, 

4D Y Fv SKPRI Huronian £4 
MORAL YLDO quartz pebble conglo- 
merate 中 に の み 集中 し て いる 。 BAK 
物 は uraninite, brannerite, gummite 
G, thc thucolite, +7+x2% 大 yaa 
ン 等 が 産 す る 。J. A. Muir SAron 5g 
物 の 年 代 決 定 (Pb?98/Pb30% 法 ) を 行 ハ , 
EF AAG 2,550, Y Vay 2,450, ura- 
ninite 1,680~1,740, brannerite 1,870 
~2,000 (m.y.) の 値 を 報告 し て いる が , 
DEE SD 
5 7 PAD MAORI rx Archaean の 
上 時代 と 一 致し , U7 vy BX PH Huro- 
nian 堆積 時 代 と 近似 し て いる 。 従 つて 
REA Ms Archaean の 岩石 か ら 由 来 さ れ 
7 < HERE < O= FWD EBS CHER 


し た も の で あり , -HYV7YRiMika 
層 の 堆積 と 同時 か , や や 後 れ て 沈 淫 し , 

再 結晶 或 & 他 の 鉄 物 と の 反応 に よ つ て 生 
成 し た も の で あろ 3 う 3。 (Econ. Geol., 55, 
908~927, 1960) [阿部 宏 〕 
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8360, アル バー タタ 州 南 部 丘陵 地帯 に お 
(tH BA Fox, FG. 

当地 域 は カナ ダ の 大 平原 地帯 と ロッ ネ 
ーー 山脈 の 問 に 位置 する 狭 長 な 丘陵 地帯 
で , ELL CHER 及び 中 生 代 の 黒色 頁 
2, YAKS, AK, vulrs, BAS 
か ら 構 成 さ れ て いる 。 こ れ ら の 地層 は 閉 
し く 圧 砕 さ れ , し か る も 断層 に より 切断 さ 
れ 互 へ に 鱗 形 状 に 累 重 し 合 つ た 複雑 な 構 
HEC, SOR 最も 特徴 和 的 な 構造 ま 引 上 曳 福 
曲 の 運動 に 伴 つて 生じ た 衝 上 断層 で あ 
40. (ORI RV ABE CHA 
を 交 功 し て いる が , 地表 近 ぐ で は 何れ も 
急 角度 を 示し て いる 。 当 地域 に KW Sh 
及び ガス は Cretaceous, Mississippian, 
Devonian の 地層 に 多く 存在 し て いる 
が , 特に 良好 な 油層 は Mississippian の 
Turner Valley formation GH), そ 
の trap の 大 部 分 は 衝 上 断層 に 関係 の あ 
fault trap で ある 。 AEMKOIF 
< FYE ED ARBNCIL 既に いく つか の 
trap が 歪曲 され た こと か ら , hydro- 
carbon の 移動 集積 が この 時期 前 に 速 か 
に 起 つ た と 推察 され る が , TL COMB 
の 過 和 栖 に つい て 特別 に 指示 する 理由 は な 
Wo (Bull. Am. Assoc, Petrol. Geol., 
43, 992~1025, 1959) (SH) 


8361, 中 新 世 後 期 の 深海 底 扇状 地 型 堆 
積 Sullwold, H. H., jr. 


AYVTANMEKO YY Y + S=A7 LR 
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中 に 見 られ る CF UMAIL, 明瞭 な セ メ 
ント 物質 が な く , 多量 の シル ト と 粘土 を 
含み , angular な sorting の 悪い ワッ ケ 
で ある 。 そ し て 標準 粒度 の も の は 極端 に 
ee 含む アル コー ズ 砂岩 で あ 
る 。 こ の 砂岩 の も つ 豊富 な 色々 の 堆積 岩 
組織 eck の 特徴 か ら , この 砂岩 
層 は Kuenen その 他 に より 認め られ て い 
る turbidity currents か ら 沈 積 し た も 
の と 判断 され る 。 洗 積 当 時 の 深度 は 相 伴 
う 頁 岩 中 の 豊富 な 有 孔 虫 及び 魚類 化石 か 
ら , #O< bathyal depth "で, 3,000 
1 三 宇 を 直ら な が か っ うた で あろ う 。 AI 
中 に 見 られ る 種々 の current 方 向 を 示す 
構造 か ら , この 砂岩 は Tarzana O32 
北西 部 地 筐 か ら 運 搬 さ れ た も の と み ら 
れ , 砂岩 層 中 に 見 られ る cross-bedding 
dip に より 決定 し た current の 方 向 を 地 
図 征 に iplo 紀 する ご と に よっ つて 得 ち れる 
pattern (i, この 堆積 物 が 北方 に 頂部 を 
も つた 一 種 の fan-type の も の で あぁ あるこ 
と を 示し , また 復元 断面 模式 図 か ら る も , 

きれ が da で ある こと を 示し て る 。 とこ 
の fan DHE TBD C submarine 
canyon の 入口 で あつ た と 推定 され る 。 

石油 探 奄 に 於 て は , 特に stratigraphic 
trap, 或いは この 種 油 槽 岩 の 規模 , 位 罰 
を 明確 た PETS EG, 上 述 の よう な 類 
似 研究 が 重要 で あり , 堆積 方 向 を 示す 
syngenetic structure に 洗 意 する 必要 が 
#45, (Bull. Amer. Assoc. Petrol. 
Geol., 44, 433~457, 1960) (Ho) 


8362, AAVUFT bh, CITh- EVE 
リロ ナイ ト 活 土 の 圧力 と 含水 量 と の 関係 
Chilingar, G.V., Knight, L. 
BEAOMHZEL Cath, イ 
wks 2 Ves bee ET ZY 
PEDAR BRE 
に っ つい て 200,000 pds/in? OA EDK 


(tragacanth) ゴム 


験 を 試み た 。 准 積 物 の 圧 緊 の 問題 と し て 
は , Weller (1959), Rubey and Hubbert 
(1959) の 研究 が あぁ ある の み で この 様 な 実 険 
WELW. 筆者 等 は 粘土 及び ゴム に つい 
て 圧力 は 含水 量 と の BRD RBIS IR 
MIST U2 kKULCWHSo AAV HE 
土 は 圧力 40~200,000 psi ORR で 直線 
的 な 関係 を 示し M=33.9—-5.96 log P の 
値 を 示し , 474 b REE Hur T bE 
的 関係 で , M=50-8.7 log P OH CH 
Den, £veVaF 4 b Hebe 1,000 
psi 附近 で カー プ し て 1,000 ~200,000 
psi で は 直線 的 で M=104 -18.03log P 
の 式 で 表わさ れる 。 ゴム に 於 いて は 双 曲 
線 の 形 を 示す 。40~200,000 psi の 圧力 
の 下 で の 粘土 の muisture content (per- 
cent of dry weight) の 変化 は 直線 的 傾 
plz C7 aa Ua pee e474 
FREI TE 474 Pb REEO A AMAIA 
BACHhS. CYEVAF4 REI 
Bur Ttk 1000 psi ¥ iz free liquid 
water は し ぽ ぼり と られ て し まい , 200,000 
psi まで の 高圧 力 に 対し て は oriented 
water が 動 くる も の と 老 え られ る 。 ゴム に 
FATEH 3,000 psi まで の 間 は 結 品 質 の 
粘 士 より も 非 結 品 質 ゲ ル の 水分 が Bale 
絞り 出さ れる と 想像 され る 。 又 moisture 
content と 絞り 出さ れる 時 間 と の 関係 に 
DT 88,500 psi DEHD EC AF Y 
+4 bE, 91,000 psi の 圧力 の 下 で の 
ィ ラ イト 粘土 , 88,500 psi の モン モリ ロ 
FA PHELOAL IC OW TMA UT 
。 こ の 研究 は 泥岩 や 頁岩 等 が 形成 され 
る 際 に 泥 か ら 絞 り 出 され た 英 大 な 量 の 水 
や , 地下 水 を 形成 する 影響 Blk RO 
時 代 に 絞り 出さ れる 落 液 の ILE eS 
察する の に 役立つ も の と 思わ れる 。 
(Bull. Amer. Assoc. Petrol. Geol., 
44, 101~106, 1960) [阿部 〕 
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8363, 石油 は 土壌 起源 で あり 得る か ? 
Cate, R.IB., FR. 

石油 生成 に 必要 で ある と 考え られ る 海 
成 の 選 元 環境 に 似 た 状態 は 土壌 中 に も 存 
在 し , また 記 素 同位 元素 比 か ら , ある 石 
油 は 非 海 成 の 有機 物 か ら 生成 し た か も 知 
れ ぬ と いう 2 点 を 大 き な 根 括 と し て , 著 
者 は 石油 の 土壌 起源 説 を 展開 し た 。 即 ち 
“podzolization” と し て 知ら れ て いる 作 
FAIL, 従来 の よう に 矢 冷 地 帯 の みな で な さく; 
lateritic 分 解 作 用 の 行わ れる 処 で は 熟 帯 
地域 で も 起り 得る と し , この 作用 に より , 
a 金屋, 粘土 の 組合 さ つ た も の 

, 風化 過程 を 通し て 下方 に 移動 する 。 

en ey 時 的 
に 結び つい て 移動 する が , 後に は 金属 と 
FLOARAIRL, 有機 物質 は 移動 途 
中 で 鉄 , アル ミニ ウム イオ ン 等 の Mee 
用 を 受け , 攻 進 的 に 石油 様 物質 に 変化 し 
て ゆく 。 MURAL 72S BD BS RG 
acid polysaecharides, polyphenol, 7 
ミノ 酸 , singl sugar 及び porphyrine 
構造 を も つた 酵素 類 で あら うと 考え られ 
る 。 こ の よう な 物質 が 土壌 中 に 豊富 な 上 
述 の 如き acid-type の 触媒 と 結び つい 
て , 石油 様 物質 を 生ずる と いう 事実 は 
実験 鶴 で も , 工業 的 に 実際 に 知ら れ て い 
Bo 野外 に 於 て 実際 に 発見 され る 石油 , 
油 母 頁岩 , 源 青 質 石 談 の よう な 一連 の 湊 
青物 質 の 存在 自体 が 土壌 起 原 の 一 つ 碧 然 
AAR eR DOL DBAS 殊 に Pro- 
shliakov (1958) の 研究 は , この 仮説 に 一 
つの 地質 学 的 根拠 を 与え , 従来 の down- 
ward migration と し て 説明 され た も の 


は , この 仮説 に 基 ず いて 再 老 察 すべ き で 
ある 4d (Bull. Amer. Assoc. Petrol. 
Geol., 44, 423~432, 1960) (Hu) 


8364, i#BR(CR ONS RRB IE 
FR. Walker, T.R. 

堆積 岩 中 に 普通 に 見 られ る 種々 の aut- 
higenic silica M#YRICOW Clk, OH 
まで 多く の 見 解 が 述べ られ て いる が , B 
GLE BED EVRA OBIE 
用 を うけ て , authigenic silica を 生じ る 
こと を 例証 し た 。 ERO wR HK Or 
interstitial carbonate に より 交代 され 
る こと は , LH CUMASH CEDHS 
と で は ある が が , HEFRBO silica source 
と し て 特に この 作用 の 重要 性 を 指摘 し 
た 。 そ の 例証 と し て , BRO BREE 
察 に 基づく 3 つの 交代 様式 を 写真 に よっ 
て 説明 を 人 与え, 部 分 的 に , 或いは ESE 
BUTANE 172 EER AI OS 堆積 岩 中 に 
発見 され る と , その 近く に は , AK aut- 
higenic silica が 附 ず いし て 発見 され る 
こと を 認め て いる 。 silica の 落 解 , BE, 
再 沈 洲 の 機構 は 明か で な い 。 Correns 等 
は opaline silica が 炭酸 塩 交 代 作 用 を う 
Ww, Catk PHILA < MBSNnSre 
を 述べ て いる が , 最近 の 他 の 人 々 の 研究 
で は , silica OY PHO 以下 で は 一 
HIS FEC, SNL hic uhzot BOTA 
速 に 増加 する こと が 知ら ちら れ て いる 。 ME 
学 的 に は pH 9 以上 の 状態 は 普通 で な 
く , PH 以外 の factor も 考慮 に 入れ な 
けれ ば な ら な い 。 (Bull. Geol. Soci. 
Amer., 71, 145~152, 1960) (Ha) 
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